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第1部



伊波書畝と日系ハワイ移民

-ウチナーンチュ･ネットワークの源流-

比JL捜照美

(-)

若 し凡ての現状打破が危険であるならば､私は確かに危険思想家である.

若し凡ての拝威反抗が不払であるならば.私は耗かに不穏な人物である｡

而し現状推梓に進歩はなく.捷戒盲従に自由はない.

進歩せないむ二会､共処には班蕗と沈滞がある.

自由のない人生.)も処には廃退と死滅がある｡

(中略)

破端 り建設 ｡破顔即ちは乱 息は破損の為に破感はせぬ.私の破軌 ま同時により進化

せるものの錘.没である

ここに抽出 した 一文は､伊波が大戦上期の昭和十九年炭肺の河上肇に送った r竹咋た労働

運動史JIの冒頭の文章である オワ-/第二次同盟馳工の リーダ一握隆の烈々たるJA迫のこ

もった 文であるが､言論 ･,LP想禁圧下の昭和戦咋期に伊波はなぜ咋局に r危険 と見な

されるような書帝を河上に送ったのか.それはこの馴 乍がこの時局に繍切な者味を持つも

のであったからであり.1920年代VJ頑の-ワイ芳*運動の苫刑をT･(上と共イl-すること

で､この r暗い'GFnl｣のをノLき抜こうとする伊波の決意の現われとも.fえる｡この意味で

伊波にとってハワイ体軌 iよさにこの時IL)の中で;角ることの山水ILい魂の 線であr)､叫

局-の抵抗の拠点でもあった｡

このような観点に立って伊波普猷のハワイ移民関係謙治文を検討 してみると,それらが

昭和戦l揃期の伊波の政治 .托会思怨を解明する上で並要な冶文であるとの事実に改めて'ji

すかされる.明拙 .大正期の伊波は研究のかたわら噂頚運動 ･民族術生運動にI斤iRTL.領施

的に社会的な発[7を繰 り返 してきた｡ しかし.沖縄での研死活臥 IgA-運動に区り)りをつ

け上京 して後の伊波は街頭から潜京へ灰り､一見比全から隔絶 した沖縄乍者のたたずまい

を見せている.文節の所.大正上期に r孤島昔の味球史J(心臓隻大正 H i年､昭和Jt牛)､

r珠球占今別 (JJlt書院､川)を&き上げて鼓の哨frl軌I勺糊の伊波は､r南島カフ史コウj



(楽浪書院.昭和九年)､rおなり神の島JI(同､昭和十三年)､r日本文化の痛漸j(同,昭

和十四年)､r沖縄考j(創元社､昭和十七年)など広原な民俗学的､言語学的な着港を次々

と出版,杜会の喧騒から自己自身を遠ざけているかに見える.

だがこのような伊波俊は昭和戦前期の伊波の実故に迫り得ているであろうか｡これら昭

和期箸沓群の前に-ワイ関係の諸論文を鮭き､耶二次大戦末期における河 L架との思想的

交流をその哲半群に後ろに鑑いてみると伊波の社会点弧 ま､大正末期から昭和期-と接続

し.より一層深化しているのがわかる｡民俗学的世界､言行学的世界の静諮さの下層流に

ひそむ同時代への伊波の強烈な危機意識｡首鈴報国会など米貨体制-の関与に背を向けて

市井の,在野の研究者としての生き方をすいた瓜前の沖縄学者｡そのような昭和戦前期の

伊波の突放を浮かび上がらせるのがハワイ移民関係の諸論文であり､元京都帝国大学教

授 ･社会主義経済学者河上肇との交派であった｡そこに社会主義思想への ｢同伴者｣とし

ての伊波普猷の実像がある｡

そのことを前掛 こして､ここで強調して荘きたいことはなぜ伊波のような狙仲な自由主

点者が思想 ･言放統制の厳 しい昭和戦時期に社会主茂思想に共鳴 し.その ｢同伴者｣とな

ったのか｡釆斧体制に向かってなだれを打って合流して行く言論 ･思想状況｡そうした時

代状況から遠く離れて ｢沖縄学の灯｣を細々とかざしながら [同伴5'｣の迫を歩んだ伊波

の思想的軌跡｡大正来期の｢鎌球民族の柑神分析｣の中で､r沖縄県人はこれ以上暗示をかけ

られてもよいのだろうか｡- 暗示ばかりかけられて､一部の人々の都合のい 奴ゝ隷になっ

てたまるものか｣と激しく削 ､放った伊波-｡沖縄の現状への悲憤と苦悩を経てぎりぎり

の選択として社会主義思軌 こ行き着いた伊波の思想題歴｡このことが本編の主性に他なら

ない

.思想の根源的術激力が滞れ.人間の生き方が混迷 ･混沌-と向かう時代状況｡きらびや

かに時代を乱井する思想､思想から思想-と移ろいやすく.人間の生き方が希雑になった

現代｡これに対 し思想が生き生きと輝きを放ち､人間の魂の取掛 こ催淡に迫る時代があっ

たときうことを伊波甘猷の生き方は鮮烈な形で示 してくれる｡そして､昭抑脚キFr暗い谷

別｣の時代の日本でこの思想を選択することは､同時に自己実存をt)生命の危険にさらすこ

とにつながったとの.♯実を明記しておくべきであろう.このように.r生き難い｣時代に

なぜ伊波が ｢生き# い｣思想に自らを賭けようとしたのか｡そのことがここで問われてい

る旗艦なのだ｡

(二)

さて､これまで伊波の-ワイrM係の論文r市畦物語｣(r犯非即芦1別巻r風俗資料研究fT/｣

昭和6年7)1日])､rハワイ鹿文史の梅雨)(r犯罪什■7:JI2番 1号､昭和 ヒ年-J1-日)に



ついては､マルクス主義的埋没によるハワイ移民aaという理解の仕方では共通 しているも

のの.この菖文を伊波の歴史論の中でどのように位■づけるかについては､十分な詩篇が

なされていILい.例えばこれらの論文を沖縄歴史研究の全集練の中でr異TJのものと見な

す見解などがあるが､伊波の歴史思想を内在的に理解すればマルクス主題哲憩 ･社会主題

思想-の接近はハワイ肪問で突如として始ったのではなく.大正末期の思想転換を起卓と

していると見るべきである.このことについて筆者は､狂にr啓聾者伊波普献の円俊一大正

末期の思想の転換-J(r近代EI本と伊薮甘猷ム 三一昔房.一九八一年)に論及したことが

ある｡ その思似転換を政徴的に示すのが大正末期の論文r琉球民族の精神分析-県民性の

薪解釈-｣(r沖純救fり 市百三十六号)であると音うのが耐記詮文以束の笠古の考え方であ

る｡

この音味で伊波の一連のハワイ移民関係&拾文が尖はその転換期を形作る砿委曲文 丁銘

球民族の輯神分析｣の延長娘上に成立した冶文であったと言うことである.とりわけ､-

ワイ論文における経済的な下部GI造への昔日に両Gの関連が浪厚に凍れている｡そのこと

は後で仕れることにして､その昭和戦前期の実鰍 こ迫るために伊波白身が那鉄地獄へと転

落する大正,k期の攻'itを前に r鎌球民族の柑Nl分析｣を執筆 し､どのように自己の活動を

総括したかを本Bに入る前に見ていこう.それこそ伊波を内在的に理解することになるか

らである｡大正 13年､伊波は 丁暗き滅亡の淵ー(桝田国男)へと向かっていく沖縄の現実

に対して､r今やJF県の旧宮は大分破産し.本爪の銀行会社も亦破産に挿してゐるj(†凍球

民族の柵神分析｣)とし､聖に.r沖縄のけ々'6々は､衰亡の速を辿りつ あゝるj(r南島の

白銑と人J､r孤島首の味球史J附録)とも述べ,このように滅亡 ･破刷 こ向かう現実の中

で､自己も含めて政治家 ･叔官署 ･共菜菜 牧師等々総ての領域のリーダーifが妓早 丁佃

人的救済から社会的救折に眼を転ずべきJ(｢琉球民族の柑神分析j)であると主娘する,

他人的救済から祉会的救所-の転換-それは激化する社会的 .経折的井Jtをrmに､伊波

の人間としての.早着としてのt思想家としての転換のFNf始を告げる苫集であった.沖縄

の向上を目持して.ほぼ二〇年にわたって幌朋した良き膚i'Be運動の'Rりなきこの現実的帰

結と鐘済的破G･i-,k正一三年の伊波は､こうして苦悶と虚脱の種で rBE球民族の耕神分折

-県民性の新解釈一日 右同)を執笠､その中で r今となっては.民政弥生の連動t,手掻い.

啓逆運軌もよぬるい､鐘紡的救妨のみが私たちにのこされた唯一の手段j日 r,ll)と述べて

自己の啓芸運動の軌畔を省みる｡

思えば,伊iかことって明治末期から大正期にかけて洋身の熟柿を併けた宗教運動 ･啓済

運動 ･民族恥生運軌 ま民衆の自己改造 ･居A禁札を目指し.まさしく民衆個々の''位人的

放済n ･将帥的牧CFを求めて展朋された文化運動であった｡そしてまた､民衆個々の世人

的救済そのt,のこそが沖縄の政治 ･経済 ･教fF･文化を向上せ しめる唯-の方向であると

の揺るぎない柵(如 くOr汝にはあったはずである だが､今や伊波は ｢暗き滅亡の淵｣､破/.a

の道-と向かう沖縄の現rR･の[Pで.1IV:Eをもって峰13g運軌も氏族恥生運動bこの破)"3的TJi

鰍 こイT効ではないということを成熟しなければIJ:らなかった｡したがっ<"個人的救済か



ら社会的 経済的救済"-の転換を強訴する伊波の育英は,臓鰍 こ瀕する沖縄全体の破局

的不軌 こ対する伊波の訟札の転換を示す言葉であった｡その転換は､かつての民族衛生運

動を自己点検する次の一文の中に鮮明に未明されている.

rその頃私は鮮生学の研究に没頭 してゐたので.遺伝に重きを鑑き過ぎた結果.肉体上

の解放 (中略)を唱耕して､一生懸命に民族衛生の運動をやったが､私はこれには相当の

結果があったや うに取ってゐる｡けれどもその後唯物史観を研究して人の意靴が人の生活

を決定するのではなく其の反対に人の社会的生活が人の意識を決定する､といふことを理

解するに及んで.私は窮境といふことをおろそかにしてはならないといふことを考-させ

られるやうになった｡従って沖縄がかうなった原因をその制度に求めなければならないや

うになって来た｡J(｢琉球民族の精神分析1､傍点原文のママ)

伊波は.マルクスの著名な唯物史観の-節を引用し.そのような観点に立ってソテツ地

獄-と向う疑折的窮乏の原因を現在の r制度｣に求めた｡伊波のこの括鰍 ま並賓な意味を

持っていた｡と音うのも伊波は今や精神改革から制度改塔への道を歩むとの決断を鮮明に

しているからである｡それは伊波にとって自らの思想の決定的な転回を意味 し､さらに二

八年のハワイ訪問によって伊波の唯物史観-の転換は椎園たるものとなった.ではその制

度改革のために沖縄県人は何をなすべきか､あるいはどこに向かうべきか､これが'1両の

謙雌であった｡07波は断固たる口調で言う｡

r吾々沖縄県人はこれ以上暗示をかけられてもよいだらうか｡瓜近思想外の大軌 ま r自

由を求め解放を求めて止まざる生命力､個人性表現の欲望､人間のLM造性を強調しようと

する傾向｣である｡すでにこの生命力､hlJ造性を梓定するからには､それに反対して肋く

すべてのものを排斥 して進まなければならぬ｡暗示ばかりかけられて､一都の人々の都合

のい 奴ゝ隷になってたまるものか｡ラツセリは r教育はある特殊の信条を苑理であると.T.

ひ込ましめるものではなく､涙理に対する欲望を艮せしめるにある｣といった｡三izT年rljl

奴隷の境遇に沈倫した味球民族は再び奴隷的生活をおくることを好まない｡私たちは凧硯

や血税のみを納めて能琳了れりとしてはならない｡これらのものは奴隷さへも能く納め料

るところのものである｡私たちが納めなければならぬ最も尊い税は佃性の上に咲いたR し

い花でなければならぬJ

人間の生命九 創造性を強調するこの視点は.経済的な厳にト とrt.lう沖純が切り拓くべ

き方向性を提示 したものであった｡生命九 自己衣呪力､創造性を発排し自由と解放を求

など外部勢力とのせめぎ合い-｡これが伊波が避もうとする方向に俳たわる二つの奨機で

あった｡こうして伊波は.沖縄の生命)).創造性を発揮するjJJ向を目指し,｢それに反対し

て働くすべてのものを排斥して進まなければならぬ｣と断吾し､外部の九 宛境によって

r暗,TTばかりかけられて､-郡の人々の都合のいい奴.'よになってたまるbのか｣と内戚の

激しいたぎりをたたきつける.

なぜ狙17と諾われた伊波がその4:雄を過 して例を見ないほどの激しさで竹潜を掛 こした



のか｡lJr波にとってこの経済的な破局が､島松支配三〇〇年間の ｢奴隷制度｣の下で自由

b創造力も#われ,すべてを搾取し尽された咋態の再来と担粒されていたからであり､沖

縄が再び r奴隷的生活｣に沈倫するかどうかの瀬戸際と諾持されていたからに他ならない｡

その意味で､｢三百年rHl奴隷の境遇に沈倫した碇球民族は奴隷的生活をおくることを好まな

いJとの伊波の強い決者は､そうした現状諦軌の反映であったと言えるb

中央改肺による租税の過並負栂と搾取､他者 (r他脹人｣)による逢折的支払 そうした

中で r惰眠を食｣る県民.｢党争｣､r分取主義｣に r日も是も足らない｣政治家｡さらに r暗

示をかけて人を奴隷化する魔術師｣となった宗教家､忠君愛国的な ｢国民教育｣を戟吹し､

r暗示をかけるのを教育家の能平｣と月える教育家-｡

こうした-切のものを排除し､沖縄の活路をどう切り拓て行くか.それはこれまでのよ

うに既成の権威に対して唯々許々と盲従し､r血税や租税を納めて能JF了れり｣とすること

ではない｡｢私たちが納めなければならない税は個性の上に咲いた美しい花でなければなら

ぬ｣と伊波が万感の思いを込めて述べているように､自巾と解放を求める人間の生命力の

発揚､個人性,創造性等々を発押できる新しい社会の柵熊を目指すことがこのryl塞状況を

打破する方r･',)t伊波は考えた｡このように人間の個性が充分にJE開く新しい社会の構策を

目指する努力こそ､沖縄が納めるべき ｢81税Jであり､r血税Jであったのだ r個性の上

に咲いたRしいIElとはそのような努力の上に咲く花なのであった｡こうして唯物史観的

な下法に立って沖縄の桂折的な破局を総括し､新しい研究方法を模索していた時点に伊波

は-ワイ妨間の絶好のチャンスに巡り会うことになる｡

(三)

U,波野鮎が r:R英之布畦j杜主当山哲夫の招待でハワイを払l召1したのは昭和三年 (一九

二八年)のことであった｡同年九月ニト三Fl揮隣人で横取椎を出航､ 卜月六日ホノルルに

到耕した｡伊波の-ワイ言方桝の詳細については資料的にも柵1のBtに上るので､ここでは

その概略にとどめ別院に講る唯とするが.伊波のオワフ他でのV#淡行脚は先ずハワイ大学

での九日午前の三井淡を皮切りに朋始された｡rpt'掛 ま ｢古代日本の鏡としての琉球｣｡この三井

淡はハワイ大学での初の沖縄n芹淡であり､大学関係者 ･内外の学生が参兆 し注目をあぴた｡

伊波を含めてEl本の研究肴が同人乍で学術;井淡をするのは粍例のことであり､大乍r猫係名

の伊波.k碗-の臥L･の深さがうかが見る｡この講演について当山哲夫は以下のように熱い

思いをこめて報告している｡

｢､‥､()r波氏の浦淡は流717に捕錬されたもので原口1伸上の炎訴説明と相締って内外の95

女乍JJZに特殊の弛味を沸かしたt'のである′｢占一代日本の練としての琉球Jその琉球はペン

とノー トを一生懸命に走らしつつある外人の′i'-ノ主には -純の冊的インスピレーションの虻



界であったと思ふ｡才芦られた凍球り無視されたる珠煉り卑しめられた琉球と床球の人は今

や不思議にも神秘の衣を剥ぐが如く伊波氏の美智によって内外人の前に大胆に復活し新生

し展開されてきたのだ.然り自己を把握し得ざる琉球人とその子孫‥､､把握することを､､､

&曳することを恥たる琉球人は今や三百年来の伝統と因習と圧迫を蹴り飛ばして大胆に功

歓に自己を衣現する牧会を与えられたのだ｡大学にある琉球人の子孫の魂に革命が若し起

こらずとせばそれは化石されたものでなければならぬ｣

当山によるハワイ大学｡*済記は伊波講淡を生き生きと描いてその熱気あふれる様子をよ

く伝えている｡同時に伊波講演がハワイの沖縄移民にどのように受けとめられたかを知る

ことが出来る｡埋葬され､無祝され.卑下された ｢琉球｣-｡何よりも伊波汁液は移民他

でのこうした琉球像を根本から打破 し､新しい琉球漁を復活 ･再生するものであった.演

き歴史の圧枚の中で､自己把握をためらい.自己衣現を恥じた凍球人｡その琉球人が ｢今

や三百年来の伝統と因習と圧迫を牡り飛ばして大胆に功故に自己を表現する機会が与えら

れたのだ｣-｡一切の伝統 ･因習 ･圧迫を超えて推称される自己把握と自己R現｡ここに

giLLrが伊波講演によせる熱い期待が衣明されていると同時に､差別と偏見に苦しんだ沖Pu

移民の期待でもあった｡

英際の所､ホノルルでの伊波,#満は当山の予想をはるかに越えて大きな反響を呼んだQ

ハワイ大学についでヌアヌ国際せ年会体育餌で十月 ト=.十三日の両掛 こわたってFM催さ

れた公開講演会は､巽東乃布唾杜主催､日布時平祉後援で行われた｡初日はEl市特称社長

相賀安太郎司会のもとに r神話に現われたるEl木槌国の柑神｣と笛して諸税がなされ､二

日EHま伊波の宗教上の盟友比嘉賀秀 (静観)の司会で r日本の国家観念の三変遷Jと増 し

て行われた.二つの捕掛 まそれぞれが伊波のrq政に蕪打ちされた遠大な構想にもとづくも

のであり､両夜合わせて千人から千_百人の捻衆が詰めかけたといわれる｡

ちなみに､沸教栄西田夫杏など他の知名 亡の場合､-ワイの用字二紙 r抑吐報知JI.F日

㈲時琳iが昔き立てても二､三百人にすぎなかったが､伊波講輪の勘合 r両夜典に以外の

人Jitを呼び.満場溢るる如き盛況lであったと新町=ま伝え､更に r伊波氏の講演が斯くの

如くレコー ドを破ったのは全く同氏の弁舌と琉球人-同の熱誠｣とも伝えている｡また､

家､商人､医師､教軒家t学生などあらゆる方面の知故人を網推 した災例の講淡会となっ

た｡

ここで両喜井軌 こついて,詳細に触れるゆとりはないが､前省1こ於いて伊淡は r日本姐同

の大輔押｣を国民の平等性を追求する所にあっ1-とし､そのf'川lが日好戦/Jr以降の西欧幣

JF主義の r暴威JによってInれ､r今日では■拝rLZに於いてEEjF国家は一部の金融機r淵の膝下｣

にあると断定した｡後者の rEl本の国鴬概念の三変速｣に於いては､日本の国家は riT代

の純粋周東観念より近代の抽民他民族などを含む混成的阿東観念｣に変わったとしたが､

約8-のJC演を艶野に入れると､邦三のli]Ti観念とは ｢一部の金融健脚の膝下｣にある rEr

本同泉｣と言うことに7'JLろう｡こうしてみるとこの時糊の伊波のT''H雌l臥し､は､現下の同家



漁のありかたに向けられていたことが明らかとなる.

伊波がこの;I演を行った昭和十三年 (一九=I八)とは､同ir-6月間廉恥 こよる張作tk嫌

死'F件､治安維持法の改lEと内外ともにjF部の台頭いちじるしく､外にE岬 略や-奔騰 し

てゆく照■坪的潮流､内に宵姶 ･思想を僻圧する治安維持法の拡大改正 していく仲井であっ

た.こうした中で日本の国家級の行方を見定めようとする伊波の占暮演は.金赦す占件制-

となだれ込む日本国東-の女鹿であったと言えるかもしれない.

このことについてはまた往ほど触れることとして.もう少し伊波の井涙行脚について見

て■こう.前記決済についで同十四日在､ワイキキ海浜のオーシャンビューインでFMかれ

た凡人有志主催歓迎会で伊波ははじめて銘珠話によるJF涙をした.これが掛 ン､ワイ ･サ

ンフランシスコ ･ロサンゼルスで A伝税的"に括り扱がれていく伊波自身による -耗建株

話講演の皮切り｣(当山哲夫)であった.pl会は後に日系移民のEg:生間層に尽J)した田島靭

明｡休載家の玉代妙法雲､牧師の比粛伶軌らの琉球語によるスt:I-チの後､伊波が八重山

民指を雌材にした r班の歌と三味線Jとの疎球古き諦餅を行い.盛大な拍手を浴びたと伝え

られている.

ここで再び当山哲夫のこのLf演に対する感想を引用 してみよう｡少し長くILるが､それ

見ることで伊波の硬軟両様の決済スタイルが浮き形 りになるとともに.伊波&塀が沖縄の

歴史 ･文学 ･言語 ･民俗など多方面に及ぶものであり.叫色なik族ではILかったと貰うこ

とがわかる.

r日本語if孫に巧みである伊波文乍士は更に純味球話に至ると-Ji巧妙で芸術的である.

氏の凍球箔の歴史及び民族LA話をruかされると今までの放球人の欠点に心を痛め､且つ他

を非#し攻撃し排斥する感情が一変して氷るであろう.個人の欠陥と思ふてゐた琉球人の

性格が牒史の罪.制IRの雅であったことにハツキリと気が付いて来る.そして何人もせめ

る心が7nえて行くであろう.きいt,磨きt,ylt,女も掛 す､… 伊波氏独特の歴史的耶実にそ

の熱弁に掛 ナ､､‥r自己を知らざるi>のは_i弟も愛 しえずJlとは伊波氏の言葉であること

を‥､.J

当山のこの報告記を謹むと日本の国家tkの在り方をテーマに遠大な訳煙をJiじた 椴公

印,A折と遭い.ハワイ移民杜会での沖縄人の生き方や恥札の腔史 ･文化への自己検証とい

った身近IL闘将を嫌味語でもって謡していたことがわかる.このことを通じて､伊波が差

別や偏見に悩まされてきた沖縄移民に自書心と衿特の回復を訴えた様子が伝わって来る.

この後､ 卜九日伊波はワイパフ沖縄県人会主催の一般.I杭全で前記同様 丁神膳に現れた

るEl本のaL回柿神｣と地 して淋疾.歓迎会の肺上での琉球言削こよる r腔史的'Ir̂1-｣にもと

づくLk.訴 T一昨Tiil以上挽かれた伊波氏の話術に来会者は深さ感激に打たれたJと報告され

ている.翌二十日はエワ公正会主催の講成 金⊂エワ耕地の日JF:語学閲講堂でJt演は行われ.

多数の沖縄県人出鮪のもと,ここでも rt)木同音牡念の三変遷;の検地で r軌弁を押 い､

歓迎会に捗り r一時間以 ヒ､符昔の純戊煉話で謙堀のほ衆に感汝を与えた)と報告されて

いる.エワ､ワイ′くフ軒は地の上井演はいずれt,r熱誠なる成功Jであった.



ハワイ大学.ホノルルでの公EMat涙､エワ､ワイパフでの沖縄移民向けJt演などオワフ

島での2着tP)のJt済プログラムを終えた伊波は.ついで十月二十二日カウアイ島-の講演

行脚に出発 した.カウアイ島でのi[済はケカ-.ワt:アワ.カラ-ヲ､コロア､カバア､

リフ工､ワイメアなどの各耕地を巡Lgして行われた.この後､三1日にホノルルに戻 り.

f-一月一日から 卜E=Plの日程でマウイ島へ､丈に十一月十五日から 卜F]間のEl程でハワイ

島での巡回.1演と伊波は精力的に敷きまわった.マウイ､ハワイ両島の日程もカウアイ鳥

のそれと同様に耕地から耕地-の巡回,(淡の形をとり.伊波にとっては耕地における沖縄

拶民の生活の共憶にふれる盛事な機会となった.この件戟こそ経に執筆される一連のハワ

イ関係姶文に反映されていると見るべきである｡これ らの各島各J井他における伊波言*淡は

それぞれの沖縄移民関保の有力者.有忘.例えばオワフ島ホノルルの当山哲夫.カウアイ

鳥の書名朝献､マウイ鳥の ドク トル山城.-ワイ鳥の ドク トル又1-など多数の支援昔が傾

掩的に支えた結果.各島各耕地で盛大TL反Vを呼んだ.

それは T~島各地で大成功を伸 した伊波文Jf士の耕演会｣､r馬喰 (･7ウイ)tのik演大

成功J.T自然化 したる布唾 (ハワイ)■のJF済会Jとの雑誌の見出しにも見て取れる｡そ

れにしても､卓圭の-ワイに於いてこれほどの規模で展開されたik涙金は例がILい.そこ

に伊波Jt郁 こrifせる沖縄移民の熱い阻いが伝わって来る.伊波i~とっつてもこの巡回3済

は､大正中期から始めた村から村-と駆け巡った民族恥生&済l二次('規模の諾済活動と/I

り､ハワイ滞在八十余EIの内そのJt溌画数は矧 こ三十 日前後に及んICいる.短時日の滞在

ときうことからJqえ九は､この固執 土*鵜的IL国政と言わねばならない｡

このほか伊波はこの講演行脚でま比丘仲秋 .北山新城薪次郎 ら無ui派の革新知識人と交

流 したC両者については､後はど詳 しく触れるが､とりわけ北山は rマウイ リコー り 記

8.として伊波のハワイ取材に聴襲IL役掛をTR=たした.

こうして伊波のII併行J4)はハワイ移民他での長年の差別と偏見に悩よされてきた沖縄移

民の r魂の解放｣へとつなが り.自己把握 ･自己誼投 ･自己Rglを求める ■̀沖縄ルネッサ

ンス''とらどうべき官話革命を引き起こした.このことについては.当山倍大が伊波をハ

ワイから北米人一睡に送 り出す際の送別の宮東にもRれている.

r先生は言語'F以外に文学や芸術に造詣があり更に土俗竿､月古ノ芦以外に社会科/ft-帆

物史扱-を極め.そうかといふと今度は宗教的IIY榛にも丘有なノ)を持って居 られる.先生

の人生軌､世外板をjXがふて見ると】賃Jel広汎のスべ-スとタイムを超越 して滞 りなきXlの

世界一'jli:lの世外に退遥されている.(略)

賢に外人の立収から観ると今まで確球人とTTわるのを何Jyiliく感 じていた斤申達tJ-J&

先生のik桝を肯くと忽ち自尊心を発挿されて r沖縄人は庸秀民放なりJ との誇 りを呼びfT

Lでくるt,のが少なくない【この-一昨だけで先年の求布は､N常な人収経と芹わねばなら

ぬ｣

ここにはqL.物史縦を含む多カLfiIの′F'･錐のlF'からノLみIj]されたur政の人/L二枚 t世界観によ

ってrl咋心 ･凍 りを阿推していく沖純移K I川 一連の姿があり､伊払 k7h'がよさに r鎌球人



の子孫の攻に革命｣の火を点火 していく様相がみてとれる｡かくして､伊波Jt涙が巻き起

こした "沖縄ルネ ッサンス"は沖耗移民の意ZL革命となって､島から島-､妨地から耕地

-広がって行った.

この項の終わりに､伊波をハワイ.#淡に招科した当山哲夫についても一貫しておきたいO

-ワイ沖縄移民史 ト.とかくの風評.評価にさらされているこの人物も31年の仲井同事

件以前は.比煮静観と深い盟友関係にあり､r文集乃木唾Jl誌上における両者の活恥 まハワ

イ君臨界でも目覚しいものがあった.静観のハワイ赴任以後その革新的な宗教活動を支援

したのも当山であった.また.当山は大正九年 (1920)に勃発したオワフ鳥耕地労働

者の第二次同盟槌工に際して.排他労肋着後揺会のメンバ-の一人としてこのス トライキ

を支持し活用 した. しかし､仲井開平件の勃焚とともに漢那'&和派の当山と労Bt派 ･無産

派の拝観 ･北山ちと決定的に好立､-ワイ沖縄県人全体を巻き込む人サ件とILり､以後人

心の支持を急速失って行った｡大戦前には吉n人として大きく転向.その彬7力t,凋落し

た.この苦味で伊波招巾と諾済甘茶は､当lMことってその影学力を発拝した息後の仕草と

なった.

(四)

そのことは別幹の株｣田として､伊波普猷が T祁吐物誇｣､rハワイ在兼史の場面｣など一

連のハワイ耶1係論文を公Rしたのは帰国してから三年後の昭和/L<年 ( JL三 一)のことで

あった｡折りLも､円本国内では耶部の1部将佼､.A:川J司明らによるクーチタ.k速 3月

TP:1年が起こり､回外では同 年九月 卜八日､rnl瓜珊参謀らは満州占領を企てて布天郊外柳

哉株の満鉄線路を伽破 悦服軍はこれを中国軍の卸 拝的行あとして総攻撃を伽始.ここに

満州不変が勃発した こうして､翌年三月の満州国､娃国主吾と射 二日小熊やは中国全土

に拡大､国内では人為ら牧村要人を暗殺した5･15TP件によって政党枚治は危機に1轍し､

軍琶主題の時代-となだれを打って行った｡

しかし､伊波はこうした時代#淀に惑わされることなく､ハワイにおける休戦 ･見聞を

静かに暖めIj･がら次々と発&して行った.狂奔する時代思潮と対Ed的に伊波のハワイ巻に

竪qlするのは r乎金奴.3 となって噂ぐ日系移民の姿であり.日本移民の京史であった｡r布

吐物軌 の中で伊か ま､LU!の移民哀史を以 Fのように語る｡

- 今から三十ノ､､I:隼F打の焚約移民叫の政等の哀史である.或る的排他支配人と

の間に札横が/生じた弟､牧百名の日J6:人が数珠繋ぎとなって.十五哩の慾綿をヒロの抜flJ

所に行列したとi,あったといふ√当岬の状掛 ま宛ら 一報の奴隷制度で.そのrmに及多の叩

き犠牲も現れて､各地に解られているI.7)胞のCJt他には､医蛎が及ばないのではなく､非命

の死を遂げたのも少くなぽいとのことである



このよう/i日本移民の角状の本官的な局面を決ったのがr布畦産繋史のt面JIであった｡

伊盛はこのZB文の叫で移民哀史につしてIのようにt,付l+加える.

r位等 (初代移民;の大多故は.一生奴隷の境遇を税することが出来ないで.布哩の土

と化したが.その中にはダイナマイ トの嫌好と共に､吹き鰍 まされたものもあり.tf放火

'lEで火あぶりにされた者もあったといふことである｡各島の海岸には至る所に､かうした

犠牲者のqEfが立ってゐる.大陸方角者の叫びと射 こ.彼の魂が叫び出す時もあるであろ

うJ

D)期移民の犠牲者の美tf Aの叫び心に刻みながらJFかれたこの幹文は実はハワイ暮産

派のB客化山新城新次郎との思憩的交東の中で生まれたものであった｡それについて伊波

は論文の冒頭で､ r 三年前布畦に遊んだ叫､沖縄出身の移民にして rマウイリコー り 紙

の記Gなる新城北山氏からElA移民の哀史を聞かされたが､中には,kだtttに知られない耳

'Rがあるので.これF_を材抑 =して､布畦群島ER拓の背丈を声いてみたLJと執罪の勤tB

を請っている.

このように.伊波に人き/L形Vを与えた北山とはどのようIL人杓であったか,これまで

北山の本名について r銀次郎Jとされているが､正しくは r新次郎｣であり.どの■文で

も r北山新次郎｣と令乗っている.北山は今帰仁相のE11身であるが,也/1などその綴凪 ま

あさらかでない. 1920年代の 一時期ハワイ島で耕地方点に従JF.その後･?ウイ曲に転

嵐 伊波ZGr即時には,rマウイリコー ドLの記者であり､ハワイ乍産派の代Jt的言Ji人であ

ったもそのことは 1925年■こr現小作-制度の欠陥と改乱 (r実芸之81畦J大正拾四年十 FH､

26年に r比 文を先発伊波文′Tti･に献ぐ｣との献辞のついた 布唾沿岸の鎌球民的(r会
報J創刊号､市】唾沖縄海外協会).27年にIj:r唯物史観の立場と日系市民｣.r動物園と我等

の連絡線†(r実博之布吐J昭和 2町-Fl与;)/}どと失つぎfPLに姶文を発R していることで

I,わかる｡

この他北山はハワイの有力妬''tTl新聞 rt]桁咋乍](1929年 1月8tH 4)E1)に r自作

A裾の正作･と頓するJB文を5回､史に同紙;二r日斤支 国とqt支鉄道lTr什 (同年7月2

3日-29Fl)と昏する皆々の国際ru依論文を5回にわたって迎収するなど多彩な文文花動

を脱r糊している｡いずれもマルクス土讃のIAL磯にたった冊太い論文であり､その伸識で越

せの文革は/E半竪思全盛期のハワイ言論界を代&する文環と言える.伊波マウイ訪l即Iに

はそのJt演録を rマウイリコー rlJに掲蔽したとの紀軸があるが､マウイでのZN盃の結241-

棟念ながら同薪EMがほとんど現lfLでないYが明らかにlLつた｢北山はまたITq述の献辞に

小されているように､伊波の形℡を汚く受けた人物であり､その論文 r布叫三〆.t梓の珠球ti.

鉄｣の中で(P波の人lr八年の冷文r作諺とデモタラ/- 1を引用 して以下のような考鍵を))ll

えている とりわけ.北山はこの冶文では官の一切の制度繊r井目まM民の身体であり.伺民

のiLEJB発漣があたかtHt,古を脱き捨てて進むように.lq東もまた古い制腔から脱教 して新

しい制改-とJlまれ安らIL.Tれば/Lらないとの伊波のダイナミyクな国r-i軌に拝啓を未明

してこのように述べる.



r然るに日本の政治亨は今も小さいときの青物を着せて国民にjf物地獄を感じせしめて

ゐる.殊に我攻球に対しては古着ばかりではなくqlまでもかけて苦しめてゐるのだ.孜々

は疾 うの昔にそんな好物は孜々の身肘 こ適応 しなくILつてゐたのだ｡だから既にそれは破

られているべきであった - ･我々は過去250年nFJrl驚くJ<き鼓搾取民として苦しめられ

たことを記性せねばならぬ｡孜々凍球民族は芳しむた桝 二1まれてきたのではあるまい.

搾取されるために生まれて来たのでt,何んでもないのだ.孜々は我々を苦しめる一g]の釣

を切断せねはILらぬ.

このように､現在の日本国官の状態を *物地獄j と*烈に批判､ 古fJの上r r負｣

までかけられている沖縄の現状からの脱却を切実に呼びかける.r書物他 紙Jとは国民の柵

神が日々進歩 ･発展しているにもかかわらず､国民を旧来のr古軌 に繋片 し､その進歩 ･

発展を押し止めている国東の在り方を指す.こうした国号の在り方に対し､曲経文髭以降

二五〇年の被抑圧民としての記憶もとに国家の一切の鉄鎖を断ち切り､伊波が僅拝の中か

ら沸いた国家観､r衣装哲学｣にもとすいて国家の変節を訴える.そこに無滞派音投入北IH

の面日経如たる面形がある,こうして布畦で出会った伊波と北山の間に思想的なスパーク

が起ってtJ不思議ではない.そして何よりも虫要fLことはこの時期伊波臼身の中で大きく

史観の変化が起きていたことである.

このことについては軌 こ冒頭で詳しく触れた所であるが.大jE末期の沖itの経済的破局､

それつぐ昭和初期のA宅鉄也軟と呼ばれる掻薪的窮乏の睡地､その破局の中で伊波は明治末

期以降の昏袋主義的 .宗汝的な沖縄救演の方向をだれ.掻滋的救済の方向にその韮心を移

し､r唯物史観｣-の関心､快斜を疎めた√この時.伊波にとって北山との出会いはまさに

決定的とでも言 うべきLil水Wであったはずである.伊波の中の社会主歳思想への共鳴盤が

北山との出会いで麻鳴った.こうしてlJr波が ｢拝金奴隷｣として非命の運針 -倒れた日本

移民の ｢‡点牲者の基軌 に某伸の思いを寄せ.地底の奥深くに眠る ｢魂の叫びJに緒神を

傾注したの当然の成り行きであった｡これがハワイ産愚史の知られざる書面に伊政が切り

込む背丈であった.

伊波の訪問時ハワイの内部≠情.とりわけEl本移民をめぐ引用拓7F情､プラノテイソヨ

ン内のi'r'酪な労*状況ILどは､日本国内には正dLに伝わっていなかった.それだけに､北

山を通してもたらされた 日本移民の東 史)は色重な梢報涼であった｡実際の所､北山ら

は伊波のハワイ訪問時に同人雑誌 r俳人｣を発行､活発な文芸 .思想活動と舷行して訴査

活動を行なっていた｡伊波の前掲拾文の言f･細にわたる藤懸統計は r加入｣同人のプランテ

ーション (排他)A.た削こ調在に逓すくものであった｡そのような価秘のデータ.秘話を盛

にして且き上げられたこの3i文は,日本移ほのa=攻を顧みず.｢戦本家はもとJ:り､学者 ･

宗教官 教育家も､- ′､ワイを平ft]の仙軌 ､r太平洋の兼 軌 とrl伝して止まなかったそ

のl存rrL,LFを決り出し.t7本作民の苦関する姿を適格に描いた′､ワイ移民研究史上に領例の

/Lい耳鳴な文献となった.ここで再び本論に戻り伊波が-ワイ産某史の煎面にどのような

光をtAiてたかをiB沸 してみよう｡とりわけ､伊波の関心はr】々 の性怨も換をも反映して.



少女の姿本官が支配しているハワイの独占的な掻dF件制 制度に向けられ.そこでいかに

r法外な押 軌 が行ほれているかと言うことであった.引用の文章はそのことを明白に証

明している.

｢この二産兵(砂折.′tインILつプル)にたすきはる労肋者は.IAI者合わせて約六万人に過

ぎないが.これだけでも布畦の資本家制JRの剰余価値の如何に膨 -̂なるかがわかる. ･か

うして現在の布畦の軌 ま十借料こ達し､その年辞の生産も亦約その一割即ち一膳 ドル以上

に遵している.･･俄らば満唾十任の古を作るに与って力のあった芳★着通は今如何なる結

果にあるか∧いふまでi>禁くその存在は資本家達の搾取蝕関としてのみ許されてゐる

そればかりではない.初代日系移民は教育の兼い人々が多かったが.二世移民はいずれ

も現地で揃い教育を受け､且近の r新懸想Jを学んだ世代であった.その彼等に対してt)

r一坪の地面｣さえ与えられず､r最早彼等の生活を保梓Jされない状態であった｡その上.

その生産棟軌 土 rアレキサンダー ･ボール ドヰン､キヤスル ･クック.アメリカン ･ファ

クターズ､71-'ビス.シー .ブルア､-ワイアン ･バイ/アップルの六わつの系錠に上って

畿 占Jされ､その政治 ･法制 ･叔育､iK陀までも.これらの資本家の力によって動かされ

捷制されていた｡

このように,伊波の現状分析の配点はハワイの政治的 ･経済的r制度｣に向けられていた

那.それはJ:た北山の扱点にAJするものであった 伊波滞在中の二九年-1=こr布哩報知j

析上に発&された北山の冶文 r私の無産階放浪 は r･･市唾のこれらの生産段I主副ま姓つ

かの大賢本官系錠の独占にIiつてゐる.I.即ち.これら一握りの大安本'it系錠の人々は.

析畦三 f四万の社会人の上位に君臨し.他は悉くこれらの人々に従属すべき運命の下に社

かれてゐる人間だJと述べ､上地も生産機朋も持たない三十四万のハワイr'JIJ由の讃嘆をこ

う括柵するt

r彼等暮庶階紛 士 一旦その方～力を文化することが山菜ない堀合は､例-ば老衰したり

病気したりするJ8合は､彼等は全く生産関係から粟遥されてし主ふし生死の阿軌 ま資本家

の関する間麿ではILい 布唾の初代同掛 ま今総てこの不安のLy'罪-投げ込まれつつある階

禎人である,Jと産Bl相を持たILい人々の惨めさ､ 坪の上地もlTえられていないところの

次代榊 由一それが御 上の先輩虚の所,11Fi7i途lIⅦな次代rrl柁なの-Cある｣

こうしてみると､北LIJと伊波の何者は叫と場所を光にしながらも火遁の税点からハワイ

の現状を分析.日系移民の前途に事鮭の.習いを衣明し1-のであった｡そのことは同時に､

伊波が′､ワイの兼好昔やその運軌 こいかに深い関心を持っていたかの証明ともなる.北山

がその_0文 r私の≒産階級_JJ> で 現代の政治といふのことは､阿際的にせJ:､国内的に

せJ:､その持つ性質は r軟桁とは耗済の炎中的R現であるJlといふにあるのだ)と述べて

rかうした t-地帆 こ於いて.k鹿Gを鞄に持つF7系rfl民のFi了l速は文に在れなものと胃紘

なければILtJぬ一皮等が如何;二政治的Htめたとしてt,､現代の政治が捲dF的の滋税であ

る限り､彼等は到底披抑FIJ解縄の運命から免れることは山東圭い tJL彼等に牡分前途が



あるとしたら､それは米国白JJの幹本主題の似巌の秋でなければならぬ｣.これが伊波のrハ

ワイ産美史の書 面Jの帰結であった.そこに北山を含めて一坪の上地も与えられない r次

代同胞｣-の無限の同仲の念が語られ,ハワイの栗本主&体制の捧持から過れられない日

系移民二世の運命が見通されている.それにしても､伊波がここで言う ｢米国資本主義の

肋J#の秋 (とき)｣とはどのようなサ態を桁しているのであろうか,

それは米国の資本主義体制の瓦解,新しい軽済 ･杜会組接の樹立を指していたのであろ

うか.あるいは､このようなか慨 な体制変革が到来LILければ無産者El系二世は永必 こr鼓

抑圧者の運命｣を逃れることは出来ないと考えたのであろうか｡いずれにしても､ハワイ

捧敦を通して現実の階級的な才盾の解決を ｢姿J6:主義の崩壊する秋 (咋)｣に求める伊波の

現実担Ztを牧野に収める時､大正来期の沖縄の珪演的破局を克服する方向として,何人的

救済から経済的救済-の転換を主張した伊波の急速な渉みを頼みざる

を得ないのである｡ここにbr珠凍民族の付沖分析Jからr布吐物軌 ･rハワイ産晃史の書面｣

などハワイ関係詮文-の伊波の転換の足跡を読み取れるはずである.伊波にとってハワイ

はまさに艮坪井倍してきた T唯物史観｣の実験場であった｡以上の考掛 こもといすいて､

伊波はこの拾文を次のような厳 しい一文で結んだ.

r以上述べたことによって､海外にや産移民を送り出すことを r海外は発展Jといふこ

との穏当で書いことが知れよう.布唾に於ける半IP:点間の経敦は､味にこの件の移民が永

久に官金奴経であることを証明 した｣.

更に.r拝金奴L*｣としての日本移民の地位は恥 こハワイのみに現れた攻敏ではなく.千

後南米に於いても繰り返される現教とし､これまでの移民送り出し方を国内的なr人口3I飾

茶Jを実現するための｢梅外吐出｣､棄民と鵬しく断定した.そして､伊波は頻々く略伝され

た国熊としての r海外発胤 に対置して r井の海外発桶j策を船qiした その炎の海外発

定の賀 本｣を供与することによってぬ外移民他での移民の自立を回り.r賞金奴は｣-の道

を防止する方向をこそ模J;･すべきであるとE]J8:改肘に提言した.まさに移民政策の扱.牢的

転換を促す伊波の提案であり､兵の移民構想であった.

このようにr桁吐露菜史の砺面lの悶雌.e札を見てくると.その社会主点主題理Ai'は 19

20年代を度しdFLた公式的 ･教条的なそれではなく､移民社会の底流を併く無産b ･披抑

圧階級 貸金奴.tAなど受若6.の声をハワイ移民史に刻むT:法として沖縄学伊波が採った新

しい方法であったと言える.そこにit会上茂的な下絵を土台にした沖縄学者伊波甘鮎の′､

ワイ移民題のSt滋があった.

Br後に伊波が r一種のテt7リズム的個人主茂的悲tq｣と述べた細水乍件について33じて

みたい,このlIりftま伊波が′､ワイ訪問のトr]Inの 1928勺三9月 18日に起こった戦tfすべき

-JtLlであり､犯人が日系 世l-f年であったため人維Il'"雌tJ絡んでEl第秒R社会のみならず､

r1人祉会にt,衝撃的な波紋を広げた.u十枚はこの一州 ･について汚いIm心を持ち.Mlq後 ~

つの韻文を.g･いた その テL-リズム的他人t･茂的姓mr の外型的なrJf例こそ,(P波がJ)



を込めて執博した日系 世の脊q=･1ーよる白人少年演拐 ･殺人事件であった.伊波は日系二

Itrの悲J#を通じて追い詰められた拝蛇青年の運命を描いL

r布畦El系l市民の殺人軒lt(r犯罪実AL51昭和十 年 月jLE])と層するAi文がその

つであり､モ;=この扶屯として r桁畦日系rh一民に公判記特一兼産階故の声を代表した天才

の氾弊J(同LErpl年二月OEIJとの姶文を書いている.この二つのJi文は r伊波音猷全躯JI

(全 卜二世.平凡社)にも収録されていない論文で.伊波の和畦畠とのrq連でこれよで全

くaiじら九たことのない注目すべa文である.そのことは技に触れるが､この事件が日系

杜会に与えた爺撃の例在として-ワイの代炎的歌人日向凍Zdの短歌を掲出してみよう. El

rbllます件-の爺牢と悲しみを次のように詠んだ.

脊之にやつれし隆の涙よりかなしきはなし比の天地に

やさし男も今し在いて他にそむき､かなしやとがをヲY如 ､て生きめ

鞍しければtfLきLiに道ありと説くよかfLLきブルジョアのす

マルクスの逆も行われず､はた沖の道も行われず.斯くて攻寄は何を叫ぶや

神を良き､仏を説けり､何かせむ.二の天地に転の足らねば

(r小言畦報知J.昭frl三年 卜二月二日)

日向はその如歌について Trさびしき大地Jは､あの'rFl平が突発した当時.私に庇祝され

た r焦ましい地上の要Jであったのだ と語り.r大地のdlかさを拓う者のこゝろが､みじ

めな鼓 (態水x)と彼の環境みつめてiiまでにゐられなかったJと指を赴いた.このよう

に如JkT作はハワイのみならず,内海岸 一帯のn系社会にもiii畢となって広がって行った.

このようにハワイ社会にdi撃をITえた福,k-P:仲店技､赦成した｢l̂ グループが同青年の

収容先の甘摂署へ押しかけ.リンチ ･報襟を試みる11ど険愁な人確的対立の様相を帯び始

めていた. しかし犯人のkil:が従容としてi!行を盗め､M罪への.ui]い誇る睡蚊.摩れた才

能を持ちながら延ばせILかった極省の家庭匁味などが呼lらかになるにつれてh火青年-の

同柵の声が荷去るとともIriこ-ワイ社会全体が生んだ罪Tの諾Aが炎有された,この桂経

について伊波はこうぷいでいる｡

rX<たせるかな､ヤンキーたちはリンチすべく腎掛 こ押しかけた｡FF一速jIL隊のL]i動とな

って､群衆とのruに大衝突が演せられた.だがアメリカ人は聡明であった 伽吐̂ 一字の教

柁連が.日系rIl民は内HLの上ではF]本人だが捕押上ではアメリカ人だから､故の犯罪は当

軟鉄を好んだ托全全体が負うべきものだといったやうな居兄を発bしたので､民衆はすぐ

さま蚊'SLでfA怒の念忽ちかれの同Iplnこ代1)りこの一打作はやつと人維鯛塩化きれる危険を

免れた｣

ljr波はこの附判こ経済的脊軌 こiL3い詰められたF]系兼此& ~LLrの比かれた也!擬的な状況

u)隻徴と見なした,ギル少年誘拐 ･役宵に到る細水詩iIJ)軌鎖を分qrする伊波のTi教はそ

の~とを明帆 ~′1.1している.



rク4-ン病院で人生のヰ常を感 じた彼はソーサイ ドホテルに転&してから､変な世界を

発見した.その世糾まプルショワの世外､並連な世界､賭けの世界であった.いくら沸い

てtJ宮汗さへ払えない白菜の貧困とt3-ヤル′､ワイヤノホテルやシーサイ ドホテルに宿泊

するヤンキーの女官ぶりとを較ペて見た時､政はこの世の才盾.こJfかざるを得なかったQ

布畦Lg托会汁 (-ワイ トラス ト)の前言貸請求に､砧月のや うlこfさが泣かされてゐるのを

見た峠､弊本案の無情と冷桔とにtA焦し､特.こ吉葉の解らない母が下妨IL集金人.こ虐めら

れたのを満床中で見た時､復書の念がむらむらと起ったとは.彼が告白したところであるJ.

ホい志を持ちながらそれを実現する道を閉ざされた福原書年.rみじめfL家定,Bt境と青

年の血塊｡こうして福株はTどうにかして旅*をこしら-旧式の内税を特国させてから.忠

う存分に活動しようといふことばかり朝夕考-ていた.その時に考へついたのが､米国斉

本家を脊迫して大金を巻き上げることであったj

これこそ伊波が措く追い詰められた無産者 ~世の肖像であった｡なぜ彼はこれほどまで

に追い詰められなければならなかったのか1伊波の問いかけはそこにあった.政が直面す

る提訴的的iE桶､それはまたハワイ移民開頭で伊波が-井して迫漉した在原でもあった←

たしかに r布吐物軌 .r布唾産農史の書 面.には巨人/Lハワイ資本主義のもとで噂ぐ民

衆の姿が描かれていた.それは産業の少枚方占休制下で搾取され出rlのない放Jt的なEl系

移民の姿であった｡だが､ここで措かれているのはその体制下で生きている人r好は;なぜ恐

るべき犯刑 二手を喚めるに到ったかの深刻なlljl雌であった 伊波はそこに追い詰められた

無産者Itg:の無残な実地 を見たのである｡伊波はこう桁愉する.

rだが､かうした (便れたT資質を祈する民族｣)架質を血伝された日系市民の境遇は､

多くは稲,kのそれの如く､その天ぴんを発珊させるには､余りに凍99否平ろ悲t5である｡

披甥は米l耶 )rh民でありながら､猫の軌 まどの上地おもr/えらてゐない 現在の布唾の首

を薪胡するために犠牲となった日本人労働廿を観として生まれ､その反輔の点群まで背負

はきれた披矧 こ対して､布畦の社会は十分なる救作と't砧の保,TEとをJJ-えてくれない｣

ここに細水甘牢と同様に鎧済的貧困の聞雌を抱え追い詰められていく無弗者移民二世の

唾がある. しかもそれは単に日系移民家庭が底面している附雌ではなく,他人種の家庭に

t'姑通するrTL,Ll雌としてあった｡

r要するに.この危険性は､布唾が今日の杜全組織を持絞する限り.日本人の家庭に於

いてのみならず,他の人練の家庭に於いても､等しく温雅 して､咋到らば媒発せんとする

もので､あらゆる条件が備わった福jkが其先に嫌発した迄であるl

ハワイ移民社会の托膚に潜む現状破巌のマグマ｡そこからIA山 ･煉発したr一托のテロ

リズム的仲人主点的悲軌 . 福永事件とはハワイの碁Lli的な社会観強への痛烈な一撃であ

り､蕪てるものILき■産を☆年の悲劇的反抗であり.伊波が言う rt在騰級のJJlを代Rし

た天Fの犯罪_であった 伊波は r布哩のや本土R制度内でfTよれた日系rffRの米国化の

冶指に､di埼起こるべき問題の暗示Jとのハワイの鼓&の見解を引用し/Lがら､米国化と

経済的妊胴の間噂が緊掛 こ結びついていると考えた.この音鴫で火の米同化とは輔神のみ



の問題ではILく､経済的自立をt,保証されなければならILいと言うのが伊波の捨金であっ

た.

帝みれば.伊波が r市境物渚｣､r市畦産兼史の書面｣など福永刊牛関係論文も含め､そ

れらを油じて 一井して追求したのは日系移民の桂府的自立の間周であった｡経済的自立な

くして精神的自立も移民托会の姓全な発展もないということであった｡提訴的脊園のため

に布畦の市民社会から確外され､精神的苦悩の末にギル少年を誘拐･投盲し.T米国賢本家J

に攻甲の刃を向けた加太★年はその典型であった.

祖次のように擁隈的な形での自立志向は例外的であったが､1920年代末期から30

年代初所にかけてハワイの音aiF..tl他 界では､実節経済的的日立を求める思想的潮流が渦巻

いていた その一つは社会主義的思想にもとすく暮産着移民の軽折的自立､もう-つは蒜

載運動を通じて一般信徒の径岳的自立を求める志向である`

前者は新城北山に代超される思想潮流であり.後都 ま比農RL戦に代Rされるそれである.

それらに共通するものは無産者､;;i救都 まハワイの寡占的な経済体制の中でいかに生きる

べきかとの切共な問いとして提起されていることであった それらの問題粒度がき'i鉄地獄

に頻する沖縄の掻戒的救講を求めていたハワイ肋間時の伊波を強く打ったにLBいない.'実

際の所､この時期ハワイの r布畦相知JIIr日市咋1fJ両紙のJiltli托全主点思想の全盛期

をむかえていた｡その潮流の-ytに沖縄移民新二城北山もいたわけである｡

(五)

さて､ここまで r布畦虎男史の畷 面Jに示された伊波の′､ワイ理解の手酷を見てきた.

それは書頑的な建議件制下で riF金奴隷｣として坤吟する日系移民の額であった,しかし､

伊波のハワイ-の関心はそれだけに止まるもので/Lく､社会乍約 ･lSd寿学的な関心へと広

がりを見せるくri'-唾物軌 はそのような論文として読むべきである｡まず､閃,題関心の

邪 は,r人様的桁炉｣ としての/､ワイ什全がどのような経過をたどって rアメリカナイ

セ-ション｣(米国JOされたかと言うことであった./Lぜ伊波音猷が-ワイの他を踏んでこ

のような問題舌鼓を抱いたか.それは近代t),6:と沖純の関係性からの類推にあったと考え

られる.近代沖縄は 1867年の従妹処分以降日本に組み込まれ,Jfu(･同化の道を歩んだ｡

耶治政肘の同化枚節は救作の現喝で那明な形をとり､やがて沖縄の ｢M他bJ拝｣･rfE仝な

る誠軌 となり､r風俗習tF制度を減糾 しf一 伊波は沖縄の r社会化｣(同化)の過程をこの

ようにとらえfTTそこtこ伊波は沖縄文化の全体的/i bl拝 の様相をRた だから伊披こ

う述べる.

'llri:上hの人は能く耗 々々といふがその所.117i:-なるものは或る 一丸の人/Iが持っ

ている科慣のみを侃付してそれl~舛/E つたものはJl端から無くしてしまふのは余り感心



できぬ｡成程悪い特itは理想的淘汰の理法によりてなくするのもよいが善い特質までなく

するのはよくILい.人各をして共の特官を発拝させてそういふもの等を包括 して余裕のあ

るはたらきが其の生-といふt>のではなかろうか｣

ここにはr其の故-｣(同lOを目指す伊波の志向がよく衣れているが､近代沖ilの r挨-J

は伊波の志とは異なって.沖縄の r特別 を全面的に否定するところから始まった.この

ような同化連戦を持つ伊波にとって-ワイの米国化はまさに近代沖縄の歴史を想起させる

I)のであった｡そこから伊波はハワイの米園化についても沖縄のEl本化と同様にカナカ民

族の存在を韮祝し､｢米国化(アメリカナイゼーション)の運動の基礎的人種｣としてこれを

位放ずけたのであった｡

言い換えれば､ハワイにおける米国化の方向性を近代的な文化を持ち込んで入植 ･移任

した欧米人の功鎖に求めるのではなく､盛礎的人経としてのカナカ人の人の民族的可塑性

に見出した｡この取点は明らかにこれまでの欧米人席中心の-ワイ文明化投に対 してカナ

カ人の主体性を甘藍し､その民族文化を恵投する地点に立っていたことを示している｡そ

のことはハワイの歴史を摂捜し.r･･その文化の捉IEは存外高く.競分科乍的の知i&をt,

有してゐて､宗教的にはt魂不滅を信 じ､政治的にはかなり進んだ民主主義を奉じてゐた.

とのペ､(カナカの民族性｣について以下のように;平林している所にも#れている.

r彼等は同民族以外のものに対しても､毛qEひなく､いつでt,又どこでもアtjハと呼び

かけるが.政等が恥 こEl先ばかりのコスモポ1)タンでなく､天成のコスモポリタンである

ことは､その女性が好んで異人経と結婚しているのでtJわかる｡この雰囲気にiZ入ると兼

愛状の英国人も､そんだいな文淋人も､範頼牙人も.群次 rカナカ心Jになっていくらし

いーアロハこそは､2-に r人様的溶炉)の燃料であって.l抵国宣教師の鋭教以上に力を有

するものである｣

このように.伊波のカナカの民族性への評価は細めて高く､カナかLl･カナカ精神､あ

るいは愛､友綿､舛蕊などを適す7ロハ捕帥こそカナカ民族文化の諜髄と捉えた.この観

点に立って､伊波は r米国人の抜け目のない故僻 (学校,協会などの文化施政)を以って

してb､布畦の自然と環境とその間に育まれたカナカの民族性を基礎とすること兼Lには､

之 (米国化)を遂行することは恐らく不可能であろう と評価 し.それこそが r米国宣教

師の現数以上に力Jをil-すると断定した.

ここにも伊波のカナカの民族性-の核心を'dEく評価が語られている.このことと関連 し

て､伊波がカメハメハモ朝の励族に触れてrこの一世紀に息も注意すべきことは､ 1820

年に半周伝道会比がハイラム ･プリンガムを主良とする正教師団をホ畦に派適して.布畦

併合の伏線を作ったことで､今日の布唾の大野木の多くが彼の後荷Jと述べているが.そこ

にハワイ併合の#紬が詣らLtている｡そもそtJ光岡の牧師 ･宣教師はn人だ人音の先兵と

して肘IElこ紫てTT汝 布教活動をFyけ缶したものであって.白人による人 l･地所イt､プラン

テーション経常を介理化し､ILl人至上 と投を経過するなどハワイの米柑併介に何帖的な役

''I.lLを果たしf-とされる｡



伊波はこの中天を摘まぇて､r近代欧州各国の伎略史を改むと.先ず記載Btl連が入 り込み､

.%る後に資JF案の f･先になる政治官が信助することにILつてゐるが.祁畦の互教師達が.

血捷征FE者となってゐる例は他では到底見ることの出七ない珍現負である｣とハワイ侵略

史にjtしい取持を注いでいる.伊波のカナカ民放への評価はこのような侵略 ･征服史を休

戦しても裁籾に生き庚づくrカナカ心.･カナカf一汁-の辞林あったことを忘れるべきでは

なし. ~うした ･､オレ (白人I中心 ･妊ほの富載活動を批判_たのは伊波ばか りではなか

った.かつて伊波と共に明治沖縄で革新的な石;叔活動を泉Plしたその弟子比者拝観もそ う

であ った.IP鞍がすべての既成の宗載活動を人脈 こも否定.也白のT菜明教会｣を設立した

擢卦 こついては.すでに r沖itディアスボラの忠恕一比&掃牡の宗教連載とその展軌 (1･

2･3､rみすずJ43き719I10号)､r比者紛tの宗教運動とその思想的転換｣(rR
末における同化政策と20世た沖jLJ杵'i研究*研究成敗報告書.200･1年3月)など

の■文で見てきた通 ,)である｡例えば.肝枚は庶成の教会 ･載E丑を批判 してこのようにの

ペている.

r私共は決して所lR教会や教団は租itLなしー資本 i虎r依頼 して何等その反省の集い

必全や赦EEIは資本主義と共に亡ぶべきである. ･Jl日の教会や寺院の樹皮は断 じて彼等 (イ

エス ･釈迦などの宗教創始者)の柵坤を伝えるものでない.松本的反'Gと覚促を持たねば

滅亡を将来すること必然であるJ

既成の教会 .教EEl批判ばかりではない｡称軌は192ユ隼9月沖純から-ワイ ･メソジス ト

教会の招巾で移住 して以降,カナカ人への拝やな.RLいを耕せた枇災な牧師であった｡以下

の綿には伸枚のそうした.習いがよく凍れている.

鴫呼クヒオ王 (

(前略)

的呼クヒオ王子/王統最後の/工T//ヒオよ

准聞捨てて/君は行けり/今は何処に如lylする

(略)

カナカは滅びんとす/あの伶人/)る卒去は/この地球の楽園より

王統の運命のごと/将に消えんとす

おお生jRの/若きカナカと/カナカの血統上

神より止されたる/依命にロ覚めよ/せけるカナカよ

悪Ifやかに '-イビスカスは/咲き乱るるF'

良れカナカは絶えんとナ

選修なり/活花の⊃クリと/;5'らしその如く

脆くt,死せる/王 (-のLXよしさ

LltLnl



布唾を故ひに来たりし/盲教師の子孫は/今や牲何の持ち主なりや

吾は敢えて/之をlf別まで

人々よ/黙 して.布唖の現状を現よ

而して/叫べ/ 一切の解放を.

(r生命の爆音-比廉静戦詩処J一九二 ~隼六月二五円､布畦ホノルル､キング 尖真之

禰哩杜)

ここにはカメハメハ王耶最後の王統クヒオ王子の死去に無 し､滅び行くカナカ民族に禁

冊の同情と甘敏の念を抱く牧者の思いが秩い上げられている｡同時に.白人fl位 ･互教師

専横の-ワイの現状に対し.r而して 叫べ 切の解放を.と呼びかける牧師の要がある.

そればかりではない.打牧はカナカ人.日4.人､嬰人などに対する白人 ･/､オレの人種

差別に淋 しい批判を抱く牧師でもあった.以下の詩はそのことをが明に示している｡

r闘争｣

隣の トムが/快にカナカとといふたとて/子供 は 某 に帰って偵 仮す
学校にも行かない子博に/すでに人龍閑争の芽 (めばえ)がある

飯蛭なる白人よ/有晴天に威頼る勿れ/有色人種を虐 (しいたぐ)勿れ

野蛮なる文明人よ/県人と炎色人を

人種的やの同盟戦線へ/追いやるなかれ

(r人間 .社会J､ホ/ルルポスミス街.突博之布吐社､一九二五年九月 卜日)

このような紳観の詩群の上に､伊波の立教抑批判の文類を艦いてみると､そこに伊波の

カナカ民放-の姿勢が明確に1TPび上がる｡それは現段階でハワイの米国化が娘甲避けられ

ないものとすれば､カナカの民族性を戚盤に行われなければならないとする見過しであっ

た｡伊波のこの見通しは米国化の中で弱小民族となりつつあるカナカ民族の文化的律徒を

目指すtJのであり､今日のマイノリティ･エスニシティ閉館に通ずる視点であって､明治

末期の伊波が沖縄の文化的｢頻性Jのヰ寵を日本全件に訴えた視点にも連動するものであっ

た｡′､ワイの民族社会を税示した伊波の僻耳を上兼したものはまさに近代沖縄の日本化の

閉館であったに速いない.その薄味で r祁吐物題｣は伊波にとって建坪処分以後五 卜年を

経た沖縄の総括とも,oYめるし､もう一つのr沖鈍物軌 に他ならない.

こうして見ると､ここでt,伊波の批点は被子LEnEIG､頭目､民族の上に注がれていること那

わかる 次の 一文を沈むと伊波が r亡国｣のカナカ民族に無限の剛 IVの念を抱いていたこ

とが r解される.

rf一年前､畔の'0枚会代油上即中武ヰ氏は､欧米殺滋の途次ホノルルに寄港 して. 鞄の

疲脱をなし.r布畦に来た互漁師劇 ま､カナカ民族に向かって.天の神技をmllf上と説き.



牧等が天を仰いでゐるr即こ.下の)I-からこっそり他面を取上げてしまったJと吉ふ甘句を

吐いて物議を偶 したとの二だが､実際 r太平汀の楽剛 の蕪面には.かうした舟帝位作/I

甘美がひそんでゐるj

第-の附雌rq心は′､ワイ移民什会の中でのUJk人の進むペ t方向である.伊波はこのrlり

掛 こついて日本人が有珠なナショナ1)ズム ･rEl本川神Jに捉われることなく,′ワイの 人

種的 ･社会的格炉Jに者応することを求めた.この扱瓜 こ立って伊波は排他的/r 日本mHJ

杏/､ワイ移民に植え付けようとする 部の吾■･r菅田的事h](,くトリオテ ィツクイブノラン

ス)Jをこのように批判する.

r- ･彼$lこEl本川神を渋映しようとする人があるILらば.忠はざるの姑だしきt,U)

であるとtIはなければならぬ､牡 こ̀け牡等を 耽凹民性の持ち [にして､両IlJd)JRにしよ

うとしてゐる人もあるが.さういふことが出 たるしのでは/Lく､よし出央たとしても.紘

にに民放的卑 下心を点させるばかりで ひいてはきるべき史罪;'もヰくであろうこ

思うに､伊波の T布畦物語｣から*み出てなるtのは沖托0:歴LR稚魚のFILfであり.)

れを-ワイ移民社会に投形して成立したのが r命吐物 諮｣であったと考えられる そq)I

とは伊波が栃柵する し 屯国民性｣. 民放的吋下心 の間雌と沖縄のEf.,F史経験とU)脚地目

に艦書換えることが出来る.例えばl)鳩目一l身の r孤偽岩の琉球史Jの 個 を･1日I=′てみ.i

l.

r当時の鎌球人は､日本人であるか､それとt,文飾人であるか.r1分でもわかりかれた

のであろう,lti時の凍味人は.犬;I 竜国rB者であった一 手fiLに才一ば､島TP氏は鎌払人

がいつt,ちゆゆうぶらりで.頗るIPLな人民であることq!んだ,

この一文はOl鼓の味球史を斤く人い命題であって､トt:粁h!の初耳の曲 朴は人による瑞

球人の普姥を請ったbのである.EIIIYr占1大国の淡rElll'あって T 了帥]持E として処遇､と

れたことによる耗球人のアイデンティティの分臥 Flil据火｡この付紙から川東された嫌

球人の奴隷 主題､御都合 r:歳への伝(-&､民放的坤 トL､の哲也.I)(政にと ってハワイの件代

辻会のあり方とこの歴史連戦とは■ほのt,のとnL_1え/rかった.だから伊&urlkr小円の挟

間にある日系移民が山伏/I r日本純粋L:こよっ-rI'取【g民什o)的ちf lこlJ.Lr)～n己分

勲を引き起こすような≠態の出現を同道す くく沖純の指数を純まえ.r愛川約号hlを雌 し

く批判したのであった.

偏狭な TL]ノ木川 MIJ批川 ･愛凹的類知 批川を止して伊波かrjriiしたt,のは何れ それ

こそが伊波が目指うTl‡iEな米国化Jであった.それ枚にur政は,､ワイd)火付(rJ繋祝して仙

さかの肪間の折にrEl本捕沖を戯吹する 政治㌢II.川 などF】本の汲Fの.i軌 ニーrIして Ll.(I

人に対して不扱切であるはかりでなく.徒にrLlIヨ人の張碓の含//籾きしめるLの ♪gl+Liこ

批判しf･_それでは伊波が目指す rllの.t.凶化 とは(･7か.
それは 1925年 2月に発行された r7ウL,し′クJl法U.目視 rlxl州H H;人rnl鞄. .

の伊波の放百･II.叶にJiれている.rL･lTt.qJTifn=Hf!LJtlLの桝心 '牡J. 内Jh1,'TIL亡と II･

作系1r･代JとをL糊 け ることは e恥軒批tHllが作flふf-やうなH･遵/川J地4･他41トC.



両人棟の融糾 i到庇のぞむことができないJとし.rかうした解決法は姓だ好ましからねこ

とJと述べ排El移民法を批判した｡そして.(沫正の米Liia化バこついて T之に反 して､日本

人をして全心以って.米国 ｢3%を奉じ.米国の生活げ咋l-従はしめ.各米Eg市民に望む膏

回心を彼等にも持たしめTJl拝である｣と強aIした.これがrplttが主鎖した其の∧剛 ヒであ

って､ r]本人間頓解決の))A法Jでbあった.伊波はこのJJ杜をr由 軌 とし､ 准tL)の魚苗は

日本人IIl】雌の他良法を既にハワイで父放した｣と述べた｡

こうして見ると伊波は米国化のFh-1雌を叫 こ人純旧題として捉えるのではなく.日ノト人rLrl

魔の解決方法として考えていたことがわかる.と宵うのt}伊波がこの溢文を執筆した当畔.

妨F]持民法の軸Jど(192J年)以降■州TP宴ILど[=象敢される中凹大陸への攻略をめぐ .

てE]7.開陳は.野ihの度合いを強め､Jl米開城の/レも高よりつつあった.ニQ)ような緊迫

した7P:他の中で.rl系移民が作るべき道は全身をもって米lq主点を小じ､米田の1_括iE巾

に従 う以外にないと伊波はY,えた.これが昭和吸的畑に伊波が壬触した良の米州 ヒの道で

あった.そ^ばかりでは/Lい.この火脚 ヒの迫こそ｢西洋系rflLt とr収汀系一hLt]の壁を恥

,)払い.rEj:米人の托 詩.につながり.同時にr日に関係の解れ 一二もつながる.

これが伊波が恐い描く日米決戦のr･･]載.日米吸音ta詞の納1._Pであった.r巾畦の佐和 は

まさにそこにこそあり､ 共の米国化｣に1ト先して歩hlすることで日系rTfRはこの使命速成

に【人いILる役hl&,演でる光栄をIUiふこと｣になると伊波Itt触した｡ここにN概論占･反

轍冶打としての伊波の立助を見ることが出来る`このようなr]米非戦上長 ･協A主点の立

切に51.つ伊鼓が-ワイの文Ip4-をiijみないr日本榊神J･日本1月を頼Jrrる日本0)執着の上

輩をむ&できるはすかない,偏狭なrU本捕 縛｣に対 して伊JiがT牽El的暮智 とJtしく批tlJ

した付点にはこうした伊波の明柾な立蛾があった.

(六)

轍みれば. 11本柵 押)とfiR論が結びついた対外拡恥FR的な机比論に対する伊波の批

判は人iE末,q以来の血中の上娘であったが､この L鎖が昭ftl戦時糊に約才"1)と錘r2した■杵1'

が明らかにさhたのは後に述べる河 ヒ噂との交淡の中であった 昭和 †九年八月の河上兎

伊鼓遵*の中で. 佃鳥人の不幸な権ibを理解していただきたく便りにもなろうかと旧捕

f'南島に於ける何{音没の良明け前Jの切抜きを佃日にかけ圭十 LL.始は所荊F]本r,.L沖に

ふれ.姐比攻鞘に訂及したIF)に出してRへずl)7(輪もti(･つて-なかつのですから化はこ姓群

におまかせいたしよす｣とIP政はrlら叶好している｡この.1ト冊からりト肢が火1r-_人糊以来

拝して枇蝦的 ･排外的な rtl人相神･t~批flJ的であったことが戊みとれる.そのことはIll

fiiの紘追加分かft咋 下のFW .'Jlこ拍零れないものとして不払心にILつた ･IrJ:にEL'tE,して九て

t'明らLかである.



この旧絹 r南島に於ける国家をAの托明け机 は租在稚&されていない伊波の書中Ji文

の つであるが､その結Zi部分でr所m円Jh拝辞にふれ.搬尺較顎に言及したlとしている

7Fからすれば.r古琉球の政治JIの蘇aiの延似 こ立つ内容ではないかと思われる.伊波はr占

琉球の政治Jlの継投耕分で1,-凍球の政治を分析 した1臥ムを､Lwtの現jt政治の動向に故山あ

わせ,台袴 ･噺Afuf合を捷て者わになって行く対外鰻略の何 軒的推雌を抑外的 ･姐斉的/J:

lH木棺神｣の発現と批判し､空に伊波はヴェルサイユLJ順 会痛におけるウイルソン人人

疑似の民族自決省吾に拠り/rがら陪イlの文化を持つ他比臥を併合しとうと1る後略 1発を

も般しく批fIJした.このように奥行きの汚し､背長を持つ伊波の'FIJL捕れ 批YIJの系対が.

ワイにおける r日本fl紳_批判-と嬢托し.日米JF鞍t点 ･協JI主花と/Lつて)(thL1-1.

のとすえる｡この光れに立って伊波qJL日本精神｣批糾ii･ろ串すると.それは昭和暇咋糊

の伊波の位■を解明するキーワー ドと言えるかも知れILい.例えは伊波と陀い監理的仝止

があった昭和十八年の河上騒日記の 蹄を沈んで頂きたい｡
r五月十=_F](木) r沖縄 J々Iを班みし田みに､育てr"lじ打方の創 こ献4:してく̂ Lrlll

横様の軟治Jを.朋Irの 港Jlliより指し出し来たりて､油淡Lrへ､その1.I.*の仲に今の的

代にとって纏めて揃切なるものあるを感 じ､卓を報うて赦せすることやや久し.J'l々 たる

小冊)ながら､丹;t的な本であるから.公PJ後年を縫ることĴしきに的らず.最新fqの心

地してZ17する.J

村上が r古凍球の政治Jを読んで.r今の的代rとって秘めて書切なるL.の を感 じ. B̀L

杏?うて歎ej した rその結iiJとはllTか.それは既に述べたように抹外的 姓さ的 rEl

木総 枠｣の発現として7ジア-のは略 .膨舶-とr如 -ラ(き1与'的触運-の伊波rl々 の批川を

相している.河上がこのように&いた昭和 18年触A'iITtrlllIJ大陸から人平汀 -と妊人し托

け､ Jlガyルカナルからの日本Wの搬胤 h.月7ノツ抽 l･枠と口本状の敗色11痕FlE一/i:

っていったく河上がEL,う r今の時代.の現'Rはこのように符刻な'rr憶であった｡この別L'

の中で伊波の若井を沈み､今の時代状況と -屯写しにして 繍切 なものjC･JJ･.r牧E! -I

るp･IL1 そこにはフアンズムと搬つ1-ll亡の強や1.を鮎r)也 り､伊波の 川 .の止しさが.7止

明されつつあることに r妊息Jするr･T上の私心の賃が映し上Ilされている.

この時村上六十五臥 激動の人生をqみEI叙伝統千 i'令念のない11々 CSLつた.こうし

た隠嫌の日々の昭和十八年 月.71,7上沖縄肪間から3O余句を経て滋竹によるh相 の交It

が州蛸される.伊波六十八歳のTFであった. この間rbTtはP.'3軸 ~q=20†I令のJ;L前人lTJ･教

授を辞林､社会主義的lJ:政治犬技の力向に人1の舵を切った.以経のip‖_はWllt1円勺の紡

労農党の結成-の参加､昭和 ヒ隼EI心火q,隻への人見､u柵)̂ q-の摸す(:flJる土で 綿kl

地の遇を歩む｡昭和卜_l｢獄中jIkrr'柁 FrいてLH札 この上 ')('マJt,クスl推-のは念と

フ7-/ズム体制下で:･?しわlg民の解放の噺Ⅵが結合してHt･_の盤f'J/J･故紙的L'代はJRIE特は

れた.アが7ミズムの牡椎から激流の1A番く政治の畔押 ､のTn -のtLr･,‖iその k広【長的

IL生き '̂と柑使ってLg比的な反廿を人きくPfんr-I.マルクスl花.iほ ‡耗rr'lJiJ.I.共叫し

ていた伊波にとってt'村上の献身的/Ll_き方はt緑のIJのでは1LかったJLl'で&.ら.その



ことは昭和 t･,年に山iiL､以後枚治の叶yFLからLkを･3は .随はJt誠を送っていたI'T上を

昭Tl]トノ川 1I.月床郡にUl榊､交流i･Mr刈しているところにもRれている｡

-の翌怨的交流の宙pji,Arやかに示したt.のこそ舶相の伊波から7.'r上宛のiFfRであり.

村上の日配であった.そこで伊&'は ph島に於ける【I】≠昏藷の夜恥 I前一でrlもIA押■こ触

れ､帯RJt顎に百及したため艮fAがT=掲載になった事 T̂を7lH-に芹艶をこめて疏 〉た 7可

I-はまたかって伊波から～られた rA放球の啓治Jを班み､i7:い感銘の狸にそれがrF･1時代

に持つ昏味か r焦切 に感受し,そこに伊波の7-/ンズム仏制-の批flJを読みと取った.

火に,伊波から村られた 桁呼物軌 などハワイ関係4一文に対し､ ･ かうした的執lrfl

乍研究の結IRを.それを牡rれl入党衣するについては､その影響をよくよくd膿しないとい

けない事かと((じます.折角日並なさいよせ ･･Jと述べ､この時代状況の【F'で研究成果

を公友する~と!一伊波の白瓜を火めた.T,lLが言う rからした咋 熊｣とはどのような咋代

状況をf旨しているのか｡

それは:qGの交流かねよった前年の昭和 トt:年に起こった r横顔事件｣にRrJtるよう

に.太平河.吸竹下の吾拾弾圧の珠だllL状況を括している`この1q件では押森川恥特rL高官嶺

のでつちあげによる共慈覚iilF唾謀.護の零蛭で､維並紬髄斤ら放 l人が検挙された.また.

もY齢な取調べで獄死者四人を出し.維速 丁中央公益J･F改造Jが般flJに追い込まれたbこ

のような的代状況を背鼻にLILがらl'11-の伊波-の.'LIJ2,を見ると､伊波の [付′EA的研究

の上に振りかかるかt}しれない君■外圧を垂直する7･r上の姿がIFかび上がると典■こ.JF冊

の文字の行rnに 'fIT的研究.さえt,容認しILい戦咋HL制の暗いUが薄み出ている.

こうして見ると､伊皮の-ワイ詮は村上との戦争よ柵の交流の中で並要な位正を占めて

いたことがわかる.このことは伊波が河上に r布吐物蕗｣を蝦̂pLt糊におくり､そこで-_

の雑誌そのt,のが億無IILつたTTF父をJi冊で述べていることからt,P担解される.

史には旧fA r膚鰍 二於けるLg'営倉汲の孜恥 ナIiTJ'｣が叫J,.)の忌避に触れイこ拍収になったこと

か･-)も容馴 こ推mがつく.そうした琳火をipl上にri肺を込めて位えることFHも､伊皮が板

的 トの吾Ji抑rEに妥協し/Lい基幹を示11bのであり.伊波自Lyのハワイ旨 ･,､ワイ作戦が

この戦時下のlHt状況にf.T抗する柑沖 ･魂の拠り所であることの証明でもあった.

九に引用したT･Tl一応伊波■fRもそのことを明帆 こ示している.

j:際の所､九に引用した伊波の論文 r什】叱日系111一尺の公判一無17E階級の戸を代Rした天

Pの犯罪｣(r孔珊 談話J)の結論部分は､内研省の検f削こよって大仙 こ xxとの伏√㌢●(ふせじ)

となっていて判b'i不明である.結論の柵分は転ぶ甘Lrの妃形執行の場面であるが.おそら

く巧時の治安維持法に上る風俗菜乱､公rf･良IZiへの速J丈の理由にもとすく削除､†八丁では

ないかと推測される.

諸般の叫舟をち掛 二人Jして見ると､発l.モ処分になった雑誌は､rhl畔的諸Jを化放したr犯

罪l暮乍Jではなく､r榊tH系か民の公Pl七夜醗柵のl皇Lを代起した =̂才の史罪 を絶世し

I-r犯罪'Rl;hJでけないかとP,えられる. とurrうの1,､r犯罪fl′ltJIには全く伏1で検問さ

れた形跡はなく､PJ)らかに伏′ト 倹舶処分を受けf･のはO鳩 の絵文だけだからである.い



ずれにしても､伊波は自己の-ワイ関係B文によって明白に治安当局からすia抽Tfの待1撃

的な処分を受けたのである.河上が伊波の 梓学的研究 の上にふりかかるフア/ズムの

廉刊こ女鹿の在野を表明したのは.こうした狩辰に虞すくものであった

しかも,伊波がハワイ関係の指文を炎Rしたのは､当叫交流のあっf･仰E]lMy)の民俗′rJL

r凹係の維誌でもなく､東京帝人などTT乍が上官するjE紙的な乍折詰でtJ/jlかっf-r犯井相

手JL r犯罪実話JIとFえば､Jf銃に対 してまさに外連の凪俗維誌であり､畔に猟奇的･ふi

締約であり.昭和期のエロ ･グロを較散する雑誌でさえあった.だが, 1血それは戦的仏

Mの中で欝屈 (うつくつ)した当叶のtu佃 が求めた欲望のはけ口の喝であっJ一二ともrmia

いのない事実である｡

fI田や周辺の艶しい人々にも継旺 (ひとく)し.tr痕のJl活●K柵があ '汁とはしえ､そ

こに自己の思想 .(言条のPE実･の衣現のJ8所を求めざるをf事なかった伊波の;nlざれのJ{Tu

行為を思う時.それは当時の社会の庇iDに最t,近授した地軸こ立った伊波のnLLJ(Eltの汁J;

であったと言えるかもしれない.

こうした布情を総合的に判断して見ると.昭和搬叶糊の民俗乍的 .吉:.YlA的批yfの紳ニi

(せいひっ)さは外見上のものであって,その鹿北には的代のnfLJに家路し7'LLい伊波のTIY

神のik軌があったと見るべきである.例えば､それはその唯 ･の'1'間 1-の･rT'(-と丸なされ

る仲宗扱改善の以下の証言でも明らかである｡

r昭和 13年5月に.国民精神文化;~研げ;~行く様うl'frわれて､久しぶ り.二上).亡して.

中野の塔の山の先生の近くに賓を倍r)で､#邪礎を乞.)氏.収納にを払わした的.飼Ltlk

沖研究所では.紀平正Rなどが.押IJがらの血を濃いているようたが.b･ん/a:のは■州Hで

はない､うちへ央て勉強するがよい､ときぴしく言われた｡雌同案 I花 'iLlりlhへと仙

斜しつつあった岬で､日本の進みつつある方向をきびしく批判し､垂えておられ1-1

この仲宗椴証首には細めて屯嬰IL岬細がおり込まれている.その 1つItl)I政の揃列な虹

平正夫 (きひらまさみ)批PJである.七 Lf7-は 19I9 (人d8 ./(''舘院人7教授に臥Jr.

収入 ･gt京高師などの講師を.KIL 32Lト (昭和7叶).文部'H が設立したHLUI'1紳研究はT

の所Elとなった.同研究所は 日本載'f･'の柵神的支柱tb投の文部打か跡 目ざ研究他軌 J日

本近代史辞典J)で･あった.その日的は rわが阿仏･rq民柵神の原程をMfll川 ん山 ､)し､

国民文化を啓培 (lH ､ばい) し.外t:監怨み批判し.-/ルキシズムにtl抗 †TJ'こ足る理i

体系Jの建設を目指すbのであった.

紀平正力はこの研究所を慮盤に太平打他やHiLf臭､同家t茂hI)･fq粋l花的な訂nlr･(JiI札

古賀懸想の強烈な炎吹Rとなった｡紀II'-U)T神ながらの必 とれ こU),TL'uf.を什奴にして

展JNlされた万世一系の天l.1を現人神 (A)らひとがみ)として敗 (いたf=)く州LlLl.111ぐ8,

り､その ようなil円思想を陪民としてのttl代l'̂'指すること!(,事け〉るt,ので8日 た. -LL

に対し､伊波が rあん/i:のlrftrlplでは1.LLいjときし､放′)たとのH,',;.tRLIm 1､-}-I -/ン _.

的IL叫 モ潮水lこ妥協し/Lい伊波の外向UJ'･2分をhl_r悶托せてくれる.

排外的な I日本精神J LI]粋主弟･'対しrlP鼓が 片しr帆冊 勺で.8,り ハ )イryl臨昌 之



でt,それが強く打ち山されていたことはすでに見てきて通りである.そして.その姿軌 t

披鴫下に突入するにつれていよいよ椎田たるt,のとなっていくことを仲:;こ検証官はしめし

ている.

このことに加えてtJl波が河上にオワフ第二次や叢のリーダー哩陸の野点 r布叱労働運動

史JIを送っていることに托bLILければならない｡河 H]記のLやlrこう紀されている 昭

和 l九年九Fl十円･･･伊波Ltより巾唾9;■運動史を送り来7'-ら.中に LJFく･なかれ疎開

FtH 万人.死石rlaはところをfIず 1.々 の文'f正人されあるに気J1-く.碓攻 虎の甘A.の

如き明弘､今は仏字頓と化せるにや).

TnT上El紀のWL.止から伊波が r仰It労触迎動史Jの中に 大決戦となっていく沖縄峨WT伴

の状況が古き込まれていた~とがわかる.伊政が河上船 こ送ったJF符の中に敢えて古き込

みをしたのJま､沖縄の戦況を古市l'すれば粧す上の熊密ili淡にあたる恐れがあるとのfIJ折

によるものであり.そこにはIF11年8月の乍i疎開船対.Pr=,九撃沈のbA脈も含まれていたはす

である｡tJr政が古き込んた r姥月掛 まところを糾す｣とはそのことを指す.こうしたやJ:

からn_かび とがって氷るのは､戦的 rIの監視作かLの叔 しい穿開',Liの中で､両者の交経が柁

けL-,れた~トである 31i･!=してi. このようlJ状況 7:で伊波がILぜTVT'二.こ堤の r脚上方

*運輸史Jを送ったのであろ -.か,

伊波がオワフ巧 -.次労巾やihのリ y一世縄の r榊 f労dl迷肋史Jを祁2次大戦末期i'

村上に送ったPj!由については､いくつか上げることがEiIA･るが.その政人の理由はハワイ

の r鹿又的資JF均糾七歳 に11抗してEl由を.Rめて決起した方*運動の文略が生々しく配

触されていること.史にはその貸本JJT制主点と現下の日本の耗前件制との頓似椎を見出で

いたことではないかとqL_lわわる.その r産菜宮本噂制 1-花｣について哩は.このよう.こ述

べる｡

｢伽咋の肝電界特に利糖排他は全然併他念杜の噂制治下に放かれてある それは如鮮会杜

が九で上地を占イIJL軒帝 (きゃんぷ)を建築 し設備を吸えて'ti労*名を招替したのて方♯

削士.絹地II入るやiqや次女Iiの屯は一切怠り_のきl~従はざるべからざる運命にJ*点する

のである.彼等には作居の白山i･許されない

このようJL瞥本や√肘は 虎の実態とrlJF:の現状とを伊波は亀h食わせ.一切のE日日をPJ脱

された現状-のfilいを河上に伝えようとしたのではないかとILJわれる.一丈酔､ハワイでの

伊政こI演は昭和期のn本の回耳性について.rキロでは●咋'Rに於いてロ人田宮Iil劫の金地

搬関の払下Jにあると述べ.同氏的な平等性が失われていると戊いていた.伊波は明らか

に-ワイの蛮人和利l二品と現わ.の金触載占†榊'11とを雄ね合わせ､それからの脱lJl-TTJ))†L

を熊?.-'していた.それでなければ,分地運動も常任仏制の下l'机み込まれf･この咋期に l

絹の 危険よお とkILされるこの人を河上に送るはずがないD

こうして､ 左官的中本JZF榊七歳lt=抗して人間としての自ttlを火めた日系桝 その方*漣

軌 ､のJI.叫ん通 して､伊波は77/ズム作制 ドでも労働運動-のI.I)栃を下地さ/Eかつた.
そして.その労鋤連動へのhmを伊波l,強烈に旭えつけたのも,､ワイでのiLr川CあtJ､比



青枠捜.新城北山ちとの甲怨的な交流であった.伊波が礎の r舟l吐方●運動史Jを-ワイ

で入手したのもーれらの革新的な-ワイ汀投入との交流をidIしてであった ことはほぼFFIJl

いない_ とすうのt'､伊波の宗教上の盟友静牧は 1921年に′-ワイ 掛ヽ 五一た習ql二は

r生命の煉音JIと摺する苅 1.詩文を公印､その中ですワフ那 次'?森に態允され てl連の

労働i乍ーさえ公)そしているからである.次の王tはその l節である､

(肺略)

労肋過勤の過行曲 (マーチ)は世yF中にyく

軌8- 常ノト音よ

民衆 労幼LFよ

即 ‡菅と生命と世界民衆の動力のl)F比ILる

様火の紅焔は確が りつつある

おお触 (さか)んなるかな

人しきJYきよ

t後略)

このように.r帝JTnii中本呼桝主点Jの-.'T艇/..･奴隷桝的/L支配のI.俵をF川ilrセt,I:がる

日系移民の労■運輸を頼株と支持 _それを.1叔する的み1920巧代lJJLtnのハワイで歌

い上げたのは､押搬以外には存在 し/LかつtZ.そこに抑Tt=きれたff幹をrfつ沖縄川/tlJ:ら

ではの惣いが如uされている'r布吐Itも史の耶血 でHTff･移KJ)訂J船/J方術状態を分析し

た伊波が静観らの日系移民方*運動-の火吟と人跡 こ窯関心であ )た′はP,えrノれないし

伊波が河上にこの叫ltに rC:険文.好 と比なさILる rh)Pi方肋畑鰍 u J･_･1!つたのは､i

の延穀穀から発する7rZ)であったと訂えるのではないか.ipr上に送 .'たr'･140)中に(JI地が

Bき込んだ矧 州の附A叫喚と戦争riT液 の沖縄Ll)瓜乱した状況.しかし､そうした【いてい l

会を動かす力は方地方であり.労沸運動である.L･のL.†念を伊波が r放きJ-1･か ,IIことをTPr
上との戦咋糊の交流は切'犬にJTの咋代r払えている.

すでに見てきたように.伊掛 ことって-ワイiは きE-_挿JN'-I-以梓の-flfi]f之略 で繋泊1

る日米関係を非戦 ･削 Il.観音のrB俵-と伝換でさ引立Fとして望定 . A)叫の比和 t.

そこにあると脈打もしていた.ハワイでai淡ILrr】心稲梓 の戯キ トる軌IL･I;こ対して LP

鼓が T愛国的兼軌 と批判した背升には. ~うした伊波の明拙/r☆叫がh'つ+i. しか し.

-ワイにかけた伊波の日米非戦 ･協Jのすけ､I939句･Ll)ArEt戒攻草.r71､仰輯;-よ)

て禁軌Iも打ち砕かれた 伊波はこれをどの 上う■二見ていたであろうれ そhri敗れ指の

以 下の文すがすべてi･物.斉っている.

rひるがえって日本のIも分を見るとb･始/LH ヂ暮投､仰 Ilrtl一塊-3くfi治感動かはし

り､戦 l̂rの瓜牧の迫ったと斉ふことをrlとして.人Ltの'ITFtf,書批Lた叫【脇拡鮎/r･iほし.

11佃 の脚 州 校と侭伏 して､暗殺丁段I-tr,,てtllTllL花のT;捕 方々 JhflL.■fJIHtl.】にkJ



する鰻略を新曲して､EJ派の勢力拡大をはかった

このような伊波の終搬Llt後の昭和史への総括を戚Lpと､伊波がl川iした 'Ilfl= 泳｣の

L77駕蝕が鮮やかによみがえる｡まさに伊波のハワイ体敦､-ワイで希求したl月官位はそこ

に連結するものであったことは疑いの/Lい弔文である.



北 米 ･ハ ワ イ に お け る 沖 純 gt入 会 の 設 立 と活 h 目的 の ま ま

前門 晃

1.はじめに

癌外沖縄系吐会と沖縄比企､海外沖純系社会とぬ外沖縄系社会tlElのネットワーク化が進

みつつあるように感 じられる｡海外7tll純系社会から自分のルーツを沖鰍 こたどる､鎌球芸

能の交流.沖縄-のスタデ ィー ツー/-､WUB(Worldwlde UchlnanChu Buslne88

ABS∝ lat10n)孜立.世界のウチナーンチュ大全など.痛外沖縄系‡上会と沖純社会､抽外沖純

系社会と痛外沖縄来社全問の人 ･t#報の流通が頻繁に行われるようになってきている.こ

のような海外沖純系社会と沖縄社会､軸外沖縄系社会とTb外沖縄糸托会rL'lのネットワーク

化が進んできたげ兼には何があるのかを.海外71p縄淋入会の定款から振ることが心研究の

(:川】である｡

2.北米 ･ハ ワイにおける沖■来社全 く沖{■入会)

北東アメリカ.Iは 25,300人.-ワイに 45.000人､カナダに 1.300人の沖縄Pt弄人が牲

らしている (OkLnaWa Ccntenlal CelebratlOn 18Sel CommemoraLlVe Booklet.

Comm)I.tee,2000).各地で沖純県人会を組織 し､-ワイではハワイ沖縄連合会 (Hawall

United OklnalVa As J5∝latlOn)(-ワイJllオアフ鵜)(会n欺 10.000人).｣ヒ火では､

サンディェゴ内)縄県人会 (Ok)nawa KcnJlnka】 of Sam DlegO)(カリフナルニア州サ

ノディェゴ)(会員故 500人)､北'韓沖縄脹入会 (OklrLaWa A88∝latlOn OfAmenca

lnc)rカリフォルニア州ロサンゼルス) 会fl放 2,000人)､北カルフォルニア 沖托県人会

(Northern Callfom a OklnaWa KenJlnkal)(カリフすルニア州サンプラ//スコ)

(会爪致 210人)､サクラメント沖縄蛾t入会 (SacmLnentD OklnaWa KenJ)nkal)(カ

リフォルニア州サクラ/ント)(97人)､ワソントン州内l縄県人会 lOklnaWan C)ub ol

Wa8hJngtOn Sthte) (ワ/ントン州ソーrトル)は n汝 21'2人)､ユタ州沖納札入会 (Utah

OklnaWa KenJlnkal)(ユタ州オタデン)(会fi放 45人).ア トランタ沖純賎k入会 (̂tlanta

OklnaWa KenJln上al)(ジョーンア州ア トランタ)(会員数ILIOO 人).フェイエ ソトビル

沖縄県人会 IFa)ettevLlle OklnaWa KenJlnkal)(ノースカロライナ州フェイニ ットビル)

(会Tl致 61人)､ノヤクノンビル沖縄他人会 (Jac帥 nVllle OkLnaWa KenJlnkal) ノ

ースカE3ライナ州ンヤクソ/ど/L,日会fl放 106人)､ワ/ン トンDC沖縄全くOklnaWakal

of Washtngton 1)C)(ワシン トン DC)(会Li叔 300人).ニューヨーク沖納札も入会



(oklnaW8 AmerlcLm As紛Clat)On Of New York)(ニューヨーク州ニューヨーク)

(会El放.200人),米Iia明海JP沖縄外人会 (US East Coast OkLnaWa ŜS∝lat.loo)

(ニュー ヨーク州ニューヨーク)(会n欺 158人).ニュー ノキンコ沖縄仙人会 (New

MexICO OklnaWa KenJlnkaJ)(ニューメキンコ州アルバカーキ)(会Ll故 36人).ゆい

漢-る全 (Yulmaru KaL)(プロJJダ川日 金fl政 20人).タンハペイ沖縄県人会 ('mmpa

Bay OklnaW8 KenJ'nkal)(フロリダ州タン′i<イ)(会jl攻 53人)､7°リグ沖jt恥

入会 (Florida OklnaWA GytLh l (フロリダ州ペンサコラ)(仝El汝 10人)､ンカゴ沖

縄県人会 (ChlCag0 0klnaWa Ken)lnkal. Inc)(イリノイ州ンカゴ)(仝LluE300人).

中西部沖縄淋入会 (Mldwe8t OklnaW8 Ken)Jnkal)(イリノイ州)(会11枚 収 入).ア

ラスカ沖紙料入会 (Ala8ka State OklnaW8n Ken)l爪kal)(アラスカ州'rンカレッジ)

(会fl放 39人),アリゾナツーソノ沖縄県人会(Ar)wna Tuc80n OklnaW8 Kenllnhl)

(アリゾナ州ツーソン) (会月数 36人)､インIr-ィアナ沖耗県人会 rIndlana OkLnaWn

KenJlnkal)(インディアナ州インデ ィアナポリス)(会見致 32人 .オハイオ沖縄友の会

(OklnaWa TomonohlOf OhJO)lオハイオ州ポーウェル)(仝艮汝 126人.､カンザ

ス州沖縄県人会 (Kan8a8 0klna､Va Ken)lnkal)(カンザス州)(全n故 16人)､つり

ラド州沖縄9.t入会 (Colorado StateOklnaWa KenJlnk(ll日 コロラ ド州｢ロラ ドスプリ

ング)(会fl放 60人)､DFW沖縄爪入会 lDFW Oktn8Wa Ken)Lnka】 (r-†サス州ア

ーリン トン)(会見欺 .59人).沖縄友の会 Oklnawa TbmOnOk81) テキサス州オース

テイン)､DFW チャンプル沖縄県人会 (DFW ChLmPuTu Okmawa KenJ)nkal､(7'こキ

サス州)(会員数 35人).エ/レ′てソ4P縄県人会 E)p880 0klnaWa KenJ)nktH) (--j'キ11

ス州エルバソ)(会員救 25人)､沖縄県人会ハー ト2Lインタ- ネyトWt入会)(Okln8Wa

KenJmkat Part2. 1ntCrNet)(テキサスJll)(仝11汝 270人)､仲鈍よの今 (Ok.maw.l

rron)0110kal)(テキ1)ス州)､沖､米文化仲及臨会 (OklJlaWZl n̂lerlCa CulLurc Elnd

Ŝ80CLat)On)(ペンシJレペニア州 Ellenw00dl(会ll放 )70人) ミン7IJン沖縄姑t入会

(M)ch'gan OklnaWa lくeJIJ)nkal)(ミシガン州)､沖 綻沖縄外人全 (OkltKI OkjnaWa

KenJiAkal)(メリーラン ド州 ン/I,,く-スプ リ/グ)(会u故 127人 ､イン･T lア+Ill沖縄

避友会 (Jndlana OklnaWa Yu-Yu･KaJ)(インディアナ州J､ノンサコ ･-/沖縄私人会

(OklnaWa KenJlnkal Pensacola.FLH フロリダ州),カナyでは､′く/I/ ′く-fl,鈍

脈友愛会 (Vancourver Ok)nawa･ken YllalkEll)(プリティノ/ 】コロンヒA/州ハ/クー

パー)(会Ll放 ･291人).カナダ沖縄机人連合会 【VancouTVer OknEIWa･k(.n Yunlkn))

(プ リテ ィyンユコロンビア川′くンクー′く-). レス7'リ-/ノ沖縄恥入全 日-eLhbr■dge

OkLnaWa Cllユb)(アル-ーJ/州 レスブリッジ)(会【1枚 130人 カ′レ1Jリ 41ナソ

クラブ (C8)gary OklnaWan Clubl アルバ JJMb,レ1J i-1lL女 51人;.卜t=r

ン ト球特会 lrTbronlo Kyuyo Kal,(ナ/タI)オ州 トロ/ 卜)Li:llは )18人)でい J

-ワイと｡サンセルスが沖純県人会の会11奴と 仏人相仲 // いる.

ハワイでは外心にカウアイ沖yul人や Kaual Ok･na"a lく叫 】n KLl'). !り川 11租



仙人会 (Maul OklnaWa KenJln K81.150ri鉄以 卜).ハワイ島f~フイ沖縄 (Hut

OklnBlWa)が組織きれ.よf･.出J}rf)■rfr.i-巾IlTで､地域こと.こも沖縄凧入会が組亀さ

れている.出身市町村･乍剛l''地域ことの沖縄恥入全は､泡zK同じ全L̂wa舵 Doslhl拡al

･tJ会 (A2A Yon Doshl Kal.1930サ殻立)､芙qIr.,l･と会 (Bltb DoBhl 拡al.出立年不

明)､批'n f入会(Chatan Son))n 拡al,1927年紋Jit)､′ト稲川クラブ(C一ub Koba8hlga､Va,

)96611役 立J.本かクラブ tClub Motobu,1927平q1枚立) 故削IJ･那城rplぷ会 Ga73

YonaguBuku Do8hl Kal,股立年不剛 庄野沌rl一人全 くG)nowan ShlLn Kal1912ff

在野Tt付人会=曲添付入会として設 iT' 宜野IE付人会 LGlnO祖 SonJul I(a1.1949年役

立).EL.i.納付入会 ,OushlChan ScnJ)n Kal.1930年代初期設立.30,手技､2000年 176

'東欧)～Jt.馴 ITh入会 (Gu8hlkawa Sh'Jln Kal.股立年ィ､朋)､Fb風II7tクラブ (HzICbaru

c一ub.1937坪設立､60東放)､羽地クラブ (HeneJl Club.1928年放血.旧羽他frl3′テ

26rLE族).-ワイ耕運rr入会(Hawau KatBuren Cho)ln Kal.浜比右クラブとして 1936

年殺可.1981g=一散連rr入会し ハワイ佐放 .知念同志会 (H且Wau Sashlkl･Chlnen h hl

KBl,設立年不明)､-ワイ占里 ･nSfIクラブ (HawatJ Shurl･Naba C)ub,Inc,1927

年段丘).ハワイ八砥山林友会 (HawaL)Y8eyaLna Kyoyu Kal,役立LH､明).フイ 7

ル クラブ (Hul l̂u C)ub,設立畔不明).フイ マカアラ (HutMakaala.19L16年設

立)､7イ オ ラウリマ (Hul0 LJ)uhma.1968iT-放立).フイ うるま(Huュ Uruma.

殺立牛不明)､石川■t盲人会 (Ⅰ8hikowa ShllLTI K81.1930年成立､玉ヨ1U)ebo UyehoJln

KalJ･して設立).糸沸rri入会 (Itoman ShlJIn K別 Inc.1922年ホ浦 一世タラノJ･して

孜立､1998年収相打入会､三和同志会を糸満･7,人会に紋合)､兼城村人会 (KaLleguSuku

SonJLn Kal,1926年設立.33r家族),金武■r入会 (Kin ChoJln Kal,)908年マウイ島-/

ハイナ､オア7品キパパ､カハルクで成立)､北【I】嫉け入会 (Klta NakagUSuku SonJln

I(al.設立年不明).一社鼠平町人会 (1(∝hJnda ChoJm Kn11934年設g.)､コハラ沖縄県

人会 (Koha18 0klnaWa KenJm Kin 虚 命中不明).久樹 Rosel Kal(㍍uba Ro馳I

Kal,役立年下明).国頭相称友会 (Kunlgaml･Son Kyoyu Kal,設立年不明)､l糾 傾 け

入会(Mlnaml NAkagu811ku SonJln K叫 設立q不明.13r.(I).名護クラブ(Nago C)ub,

1905叶i'Jt.隻町人会として股立､125凍鉄)､神仙rr入会 (N18hlhara Cho】ln KaJ.1938

fF-丙TJ糾卜入会として設立)､沖縄市 ･越来ir(OklnaWa Clty･Goeku Son,設立隼不明).

EFl･納付入会 Onna Sonjln Ka1,1917咋段立､27ri族).小は乍人タラr/(0,0ku AzaJln

Club. 設立申ィ､明).′ト紬同志会 (Oroku Doshl Ka1 1nc.設立年不明).人ql同志会

(088tD Ihshl Kal.設立中一7:卿 .下城け入会 (Tnmagu8u上u SonJLn Rat.1928年設

立､12滋族､価 9年 150束族 ･偶人).姓見放付人会 (TomlBu8ukt' SonJIn K叫 1935

咋没{L)I11打棒.t一人会 (UraS舵 Sh')ln Kal.放血411不例)､ワヒアワ沖縄郷友会 (WahlaWa

Ok･nawa Kyoyu Hal193I年設立)､相磯絶好･I,Lt会(Yaga】L Doshl Kal,段別 不明)､

汝かクラブ Yomltan Club.1927iF成f汁r入会として設立.大人51人 子供 125人.租



在 367家族)､与那原rT入会 (Yonabaru Cho)ln Kal.設立LF不明)､IT∬城rr入会

(Yonash'ro ChoJln Kal,設立年不明)である｡研究会や捨石の会も組織され､ハワイ

ヤングオキナワ (Young OklnaWan8 0f HawAu.1980年放血).ハワイ沖純系図研究会

(oklnaWan Genealop払l Soclety Or HawalI)がある 占いものでは名詩クラブ

(Nago Club.1905年名3rT入会として設立.125rt<族)が 1905年に軌JAきれ 県人会

として 100年以上の歴史をもっている.

北米沖PL県人会 (Okmawa A尽SO亡LatJOn Ol AmerlCa lnc ､ハワイ沖縄地合で

(Hawau Unlt.ed OklnaWa A8BOC]at)On)､マウイ沖縄県人会 (Mau) Ok)nawn

KenJm lくal)は県人会軒を有している｡

3.沖■gL入会の是政

県人会の全月教がJt大規秩となっている北,K沖AqI入会 (Ok)n8Wa ^紬OClaし10n Of

Amerlcil.Tnc)､-ワイ沖縄連合会 (Haw all Unlted OklnaWa Assoclat10n t7)/iTIA

から県人会の活動のE[的をみていく 北米沖縄人史紬虻卓il余 日981 Kob88hJgaWn

(1988)にwt.されている北米沖縄県人会の定款の中のF岬】を拾うと.

tE米沖縄県人会規約 (1934dlJ立)(北米沖縄人史 1981 p_10J)

r邪3集会の日的 会fl相互/親l皇卜扶助､官缶ノ啓態.並ビ ー外野

-_世教育ノ柳生

必要 卜諾 ムル壌合､故国蛭 助)

北米沖縄協会 (19LIJ伽立)(北米沖純人史 1981 pl51)

rEl的 .相互扶助､福利岬過.日米親好

北米沖縄クラブ規約 ll954創立.1966改正)(北七沖縄人史 )98) p15▲り

｢羽3条目的 本会のEl的は全員の帝印章と細江扶助せび;~如利他 Nを閉るI-あr).ゼ饗【一

応 じては 一般社会福祉に協)】するl

By･Law8 0r the OklnaWa Club or AmerLCa(1966 revlSCd vcrO･On)(Il18tOry

or the OklnaWanS ln North m̂erlCa. 1988 p277279)

Clause 3 Purpose

rThe putt)OSe Ol thlS aS5∝】atlOn Shall be LO prOnOte fnendRhLp nJld

mutua) ald anong ItB memberホ tD proy)de for thplr

general we)rare, and tb WOrk lDWard点 the genortll welfare or the

communlty aS the occf1810n arlSe8｣



となっており.放近の北米沖縄県人会の淀激の中の目的は.

By)a､V8 0f the Okmawa As s∝latlOn OfAn)erlCa(2004)

rThe purpo監 Or Lhle00rPOrat)On 柑 tD Operate a nOnprOfLt Organl祖tlOn

for the educatlOn, Study. prt)ZnortlOn and preSer､,8tlOn Of

J叩ane8e/OklnaWan muSIC. dances and culture Jlnd tD prOJZlOte

BCholarshlp｣

となっている`

また､最近のハワイ沖Al重合全の道政の中の目的をみると､

a.vlaw等 Of the HawaH Un'Led OklnaWa A88∝latlOn(2006)

HUOA 18 0rganlZed exduSlVely for the char)table. educaLIOnal, and

hterary purposes (a) topromote. preserve. and perpetuate the Ok】nawan

cu)Lure-(b) LO Perform eomTntlmty SerV.Ce, (C) to Support and encou∫叩e

educat10n. (d) to conduct culLural program8, 且rtB and crattB eXhlbltB.

deznonsLrAtlOn8. and athJetlc zmd 8∝)al actlVltle与, (e) lo print Pubhsh.

andJor dlStrlbute OklnaWan Cultural and hjSLDrlCal lnrOrmauOn and books.

(0 tD prOYlde and encourage member aS別氾aLIOn与 tJO Su8taln theL'

membership and cultura)actlVltleJ3 unlque tO the lndlVldual ass∝lat)OnSJ

と/)っている.

北､推､ハワイにおいて沖縄県人会の段立の初期の段折では.県人会の活動の目的が全貝

の観梅.相互扶助､子弟叔仰 こある.このことは.ハワイのLIJ.々 rt7町村 ･'t-Ilt位.地域こ

とにhJられた沖托県人会の活劫の目的にb見て取ることができる.最近の沖縄恥入会の活

軌のE]的は沖縄文化 IE]本文化の取水 ･併及に変化してきているl沖縄県人会の活動を支

える沖縄軌入会軒の唖殺t)なされてきた.
移民机糊の咋糊は.自己でiEを切りrNく必要があり.輔るものIj:家政.沖縄鉄人であっ

たf-れ 仙人会i,糾熟 し､その口約は会員の祝睦､相良扶助､TrrT,教育となったのではな

いだろうか.瓜近では､先人が弔いた娼盤の上に生活をしており､0分とは†･Tだろうとい

うことをFJえるのに触れろのが沖縄､海外沖縄比企であり､県人会の活動の目的が沖縄文

化 ･r]心文化の絶永 ･弗及につILがったのではないだろうか｡また､収入会の活動を支え

る仙人全館の他殺.維持r.は常食が必隼であり.任金の工面にはネyトワーク化が必要と

Ij-ったのではないだろうか｡
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リマにおける若い世代の沖耗gt系人のアイデンティティと社会隣保

-2006年ペルー調査の結果を中心に一

野人qL美

I.研究のiL租におけるJt文化体Akと学び

このeJま.ベル-に13ける沖純系 ･日系のEEl仏の牡凍 (u称).沖縄県系人の昏鼓ZIl

丘のデータとその分PT(Ln飾).沖縄系の才7g'たちのアイデンティティについてのワー

クショップの記録 (rV飾).そして考ホ (V呼)からなっている｡

本論に入る前に.博打が行ったペルー湘虎の雅兄について述べておきたい｡

この訓億は,私が2006咋2月に.10馴1Jl.ペルーのリマrTfに滞在して/rTつたもので

ある.私は.ペルー7tll荊県人会などのF娼隣Etl体の協Jlを糾て.沖縄県系人を対数とする

アンケー ト訴雀と.若Jiたちが如まってアイデンティティについて話し合うワークショ

ッフを行い.さらに関操td体 ･起l織を払l托=′た.私は.ベ/レ-における沖縄薪の人々の

うち,とくに3tq以降の若いtylItの人々の文化触承や.彼らのアイデンティティに関心

を持っていた.

このとき.ペルーの沖縄県系のコミュニティは.沖純移Lt 1(氾 用句-;'L!念祭を盛大一二

祝って,1ケ月ほどが押通したころであった 沖純系の人JJが,額灸の称'Aと外港のほ

てり<̂ナ曳しつつ日新に村仲している的畑に.私はリマを払れた

瓜斜 こは.自身も日系ベル一人で.ILl歳のときl~1)マから沖純に類族で移LEしてき

たというルーツをt,つLiJ方サオリさんに.リサーチ･ア･/スタントとして同ifLでもら

った.そのため.r11㌔,さんの友人たちの.裁く温かな細り扶助の関操作のrllに.礼もい

,_し上に入れてt,{'うことができた.

これは.{′レ一における沖縄系の人たちの快】体性に臥Lのある払 ことって,1■lがたい

作熊となっ七.悶LI.さんの友人たt)は.托夜にわれわれを2'港に出迎え,E】BJFlには沖

縄恥入会に避ilて行き.Pll'上協力Gを托し.臼宅に招いてペルー息の功内入り沖縄そば

と'/1)オーリョ付FJiがいっしょに8.ふ蛙かな食中を仏験させてくれ,時糊が許す限り仲

介&.油駅れ ドライバー,カメラマンとIEり,誠丘を全血的にパッ'/アップしてくれ

た小

二U)人たちは.沖純での招'(I:や研ばの経験を持っており,ペルーの沖純系コミュニテ

/のために献身的に恥 ､ている,3把のリ-ダーたちであった｡彼r)は.ペルーと日本

の価仙椎の速いをよくPF.解してお'),fLと訴tTE対叙石.払/)斤の人々を,さわめて巧み

;:nlJrLでくれた.L;=日心:たでこ壬やかな'八起りIyLt-かとFL_fl.うと.次の瞬間には陶



連なスペイン議で.ベル-式の明るく串血な語り口でワークンヨ ノブ参加石のムー ド舟
盛 り立てている.そのような鮮秀なリ-y-の姿をまのあたりに C･きf-ことは.この萌

重における大きな収稚となった.

研究の方法についても,符がたい幼宮をもらった.一人ひとりlこ話を仰くインタビュ

ー講盃よりも.ト数名が鵜まって話し合う方が.おすいの月えふ知ることができて参htJ

都 ことってbも益だという提案で.1‡昔のアイデ/ティティについてのワーク/ヨソ･/

rj:実施された｡

ペルー滞在中,沖縄で感 じる以 上に,沖純系の人々の沖縄らしさ/r感 じることがしば

しばあった｡沖純系の報いでは.Bl削まLF一良昔を T兄さん｣rbrJさんJと呼び.Lf･IT<〃
はいつも後輩たちを心にかけていることがr:]根 にjRった.ペルーfrl三きる沖純系の人J.r

は.ペルーらしい明るさや枠なたたずまいとともに.現代の沖縄でttf9Lいほどの [ウ

チナーの肝心Jをbつ人々であっf-.

卓上にはもちろんインカ ･コーラ)

Ⅱ.ペルーにおける沖A系コミュニティとEZl休 ･姫*

1.ペルー沖JI■入会

ここでは.訴査結矧 こ入るllITに,ペルーIIおける沖縄糸.El7.の川什 IilL織について

伎略する｡

沖縄県のデータによると.2005Lfのペルーにおける沖縄県別 )人11は66512人であ

り,EI系人の約 7苫I‖このぼるとされている･,IU'ltについては.いくE,かJ)lt什は触れ

であり,Ld体 ･組織の代Jiはほとんどが2)什でSるか.3luがtflJi.i_･r.｢のI)-･J/-と

して侶l縦し始めている｡そして.512トの(どt,1-tJがl'iちつつある.



F糊迎する田LIL･組織としては,ベル-沖縄鼎人全 く1912年-).ペルー日系脇仝(】917

年-).ペルー舶入会 (1955年～ J. 沖縄婦人会 (19784---).ェスタデ ィオ ウニオ

ン協会.AELUCOOP.ラ ウニオン総合乍校,ラ ･ヴィクトリア校,♯ンタ.ペ

ア トリス幼児 1̀4軌 ホセ .ガルペス′lJL校.ヒテオ ･ノダチ'lt校などがある.ここには,

日系の川休 ･組轍も入っている`TEI系に占める沖縄系の人口比が人きいために.日系

のAEl織の連館や捕肋は,とくに戦後は.rJ三好的に沖純系の人JIが中心的になっている｣

という計りは.何人かの沖縄県人会の人々から脚かれた一戦前は Tナイチ (内地)｣の

人々の))那.日系tL全において大きなノ)を持っており.沖縄系に対する点別もあったが.

彼らはべ,レ-.=おけるfl系人の迫'方>閃窮の叫代をとt,;:くぐりぬけた｡壬+-,ベル-

生まれの2牡が中心的な叫代になってからは, ナイチJと沖縄の政令を図ろうとする

動きの))が摩妙だという"

沖縄爪入会の仝11 枚 は.Jal鹿畔で 1000LtHi'(-)11であった｡2Lt1-が若かったPnt:には.

リマでn営菜をしている賓が多(.全fl数は現任よりも多かったという.サ--/リーマン

潔艇が増えるとLu.郊外にある県人会よで泉鉄みんなで七られる人が少なくILった｡ま

た,rl本-の出陣ぎは.県人会で読経するはずの片し､tB'Ltの男性の故を.ごっそりとさi

らしているr そのせいもあって.会貝は男女がほぼ半々だが.実際によく頼いているの

は女化たちだというJまTもr汝lかれた｡川稼ぎは,ぷいEl系人のyl作の汝を減らし.その結

果として.沖純系.日系の女性たちとペルー人yj性との結締の轍会が増えている.その

場合.父投や f-どもといっしょに県人会にやってくるケースと,淋入会からは#れてし

まうケースがあるという･Y.全員牧の減少は.沖純系だけでなく.r]系社会全体が直lAl

していariiJ頓でt)ある

リマrf丁の中心部から,トで l時間以 l-かかるアテ地Liにrttl糾外人会館が錘殺されて,25

周年を迎えた.このRt物 (写娼2)と戚胤 も ､̀川‡のhJ銘沖純淋知一昨の肝いりでできあ

がった (Yjfi13) 淋入会軒の旭物と並んで.サッカーグラウンドやJk泳プールなど.

大勢が家族づれで溌しめる施設が埋った.瓜入会缶では.ビジネスの会合ももたれてい

る 1-どものための折り紙や太鼓のクラス.成人向けの琉球三味収のサ-ク/レなどt)あ

る 日曜日ことの.高齢Aの捉食会を;態しみにしている人も多い (つfrlJJ ).

沖縄9.t入会がLK面しているもうひとつの孤i軌 ま.次ttt代,とくにリーダーの作成だと

いう (･拝のrHJ雌で.佃乍/1･や研修′との沖純-の受け入れが抑制されていることが,人

きく響いている`田乍や研15に広くJdがr削 ､ていた時代には.ペルーの沖縄系の潜者た

ちは.それを肋みにして.日本語3級などの臼ほを立てて研机を横むことができた｡ま

た.田'ftや研椎から柑ってきた篇&-たらは,リーダーとILって沖純系コミュニティを引

つ触っていっていか｡仕'Jw)少ない沖縄には.Ell接ぎn的で行くことも杜しいため.

付学や研修は,汚いttt代にとってきわめて災iT(な織会だとろえられている 私の調査を

サポー トしてくれた[1寸吉さんの鉱人たちは.刈,純で厨rlt･,研任し.1㌧少年を沖縄に引 ;上

しt-群熊J:f持っていた.その下の附 tl-.このような世代r;;1縦J如)相和がうまく抜くか



どうかは.留乍 ･研修の健全が保障されるかどうかにかかっている.

また.ある県人会の役員は.沖縄で生まれfFったfどもやム6.那.ベル-に来てホー

ムステイをし.ペルーの沖縄文化に触れて.ラテン文化と沖純文化o)由介について学ぶ

ことも定期的に行いたいと請った`ペルーと沖縄で.i言古が付従にfTきLtL.お互いに

乍ぴあうことが望ましいと考えられている.

さまざまな巌 しい状況がある中でLTTなわれたけ托 100㈹q記念軒は.肌入会の人々

に大きな希望を与えた.r沖縄にTTったことかない人も詰めて. ここにいるみんながウ

チナーンチュなんだと感 じました｣と.沖縄県人会のある殻貝が17iってくれた.

(Y描2 ペルーT脚 色県人会で.Bhj.-さん (/I)と頂〝)

(17月3 ペルー沖縄恥入会の敷地にある内輪bJlの如触l



100周年記念祭には,ヾルー/王佐の沖縄系の人々を中心に,沖縄やその他の(q々 から

沖純系の人々が参加 し.約9千人が姓う人イベン トになった この祭典は.111tにスポ

ットライ トを当てつつも.4t姓,5虻の (･どもたちを機触的に位世づけた｡沖純系の +

どt)たちは rたのもし (もあい)｣を7Tい.その資金で樹木を純入し,沖縄県人会館の

態に肌掬をした.また,100周年記念充の1午前から.沖縄鉄人会餌の軟地の呼に,そ

れぞれの郷女会の絵を描いた`そこには,エイサーや大輔引き,沖縄のねや#)植物の作

品が.いきいきと描かれている (写tt5)

(lj-A-1 日曜日の経た会を楽しむ村】純系の応齢占たち.lT;上にはおいしいてぴち汁 )

沖縄恥入会の傘下;=札 沖縄r71郷友会などの葡友会かある.例えば,沖縄rfl郷友全3:

会Li.約 300 世軌 ま.rl動的に沖縄県人会の会見にもなっている.沖縄rfT郷友会は.

郷友会としては最大で,1979年にコザTHrJl.吉舎,胞7WF11.吉会,美qi村人会が合体 して

蕊:/.された.LiT色と泡瀬の付人会は 1920年代からのIL.史を誇っていたのだか.1978

年に沖縄市戊がペルーを肋間し,沖鰍 Iiとの交涜のために,ぜひ合併を進めてほしいと

(削指したというyl｡呪作の沖純前郷友会は.サッカーチームの強破さで甘いている｡ま

た.郷&.一会独(1のflrl'-ノ土n.11皮を持っており.ペルーに揃ってきたB=H･が71どbたちに二

味娘や伽芯を教えるなど.交流 .文化捕動も盛んである4今後は.ロJB請のクラスをIT

ら/LLどの′ ノンもある｡

このようなg･友会納札の尤'尖ぶりは.沖縄恥入会と他のFl系の県人会との大きな追い

となっている.ヰ純系の人々は,1-どi,もに&･も.rカナギミ･サッカーチーム.や rキ



タナカタスクの三味叙サーク′レJなどに属していることがある｡ -)).沖縄系ではない

Fl系の人々には ほとんどの場合.郷友全は存在しない.あるi†中は.日本からペルー

にIjtってきた後.沖縄系の子どもたちに.rflrや市があるのは州,純だけだった?Jと<す
ねられたという｡

沖純淋入会の婦人会も盛んである.会Ll.ま300人ほどだが,J打をかけJ-tlf500人ほ

どが実際に動くとい う｡1978年にiMLされた組轍で.1巧的()秋作tJ.EJ系の女他団仏

の中で農大である.卦 こ2日の銘珠★師の触いでは.Httの女性が織姫たf'を沸く.T

芸やカラオケ.i)あいの災いもある｡設立当抑 士,輸入を見書ったり沖縄系の打しいttt

符を女接したりして.相4_扶助の稚魚t,果たしていたが.収h･は仝艮糾ILの醐tと.文

化 ･芸能の継承が主になされている｡また,沖托県人会の伸しでは.受け付け.茶触r

などの接待,褒))T全般を押う.ただ.彼女たちの多くほや偏平である.ペルーの沖縄糸

の若い女性たちの中には.出稼ぎで日本II行って.これまでのペルーの日系Il全のtJJ村

を離れ.日立.苗故やチャレンジfrf神をJ'xlこつけてくる人や,目指ぎl''ITつた 安臥U)女は

で Î乍に進み.LlfFIF川削こつく人が州えてきたという 中には.1LEtの:LCT'Lfらl~敬Lfl･･

抱きながらも.女作が9,t入会活動L'おいて輔佐的な役'Alを3'''ilか ､が+'であることに蛇

間を抱く人い ､るというriIを聞いた｡

ただし.現在の婦人会が.曲折の女作たちの親睦と文化勉水においてIrI一瞥JJ:徒刑をrrL

たしていることは間違いない.沖縄爪入会の故地にあるあでまやで女Mt-i,が札ってい

るとき.そのすぐ6引こあるゲー トボール均では,披女らの大1-ちが項しんでいる.その

向こうからは.+どt,や孫たちがサッカーや水練に舛 じている歓T!tがr川こえでいた.

(1jJ'15 LOOJ那I-をLTi!念 して沖純系の /ど1,たちが柚いf_-ib)



2.日秘文化会ヰ

日彬文化会館は.1963軒にベル-攻府が.耶 二次Lg:界大戦中と戦後の日系人-の迫

IEに対して.とくに日系コロニアの l二地を没収したことに対しての肪債としてtt16iL.

日系人とペルー社会の友好.また日系人によるペルーは会-のff献Y"の象徴としてiLL放

された.3階には.ペルーEl本人馴 1~史料館が常設されている (wj･i't6)｡

.熊本県人会や福島県人会など.沖縄県人会以外の都道肘恥の県人会は.この地物のrfl

にrJt持所を持っている(沖縄県人会は.ペルーの日系社会の中で突出して人口が大きく.

強い凝乳力と終発な活動を繕っており.rFl系｣の会郡には入らずに.別の会館を持っ

ている.このことは,ハワイの沖縄肌入会と斯似している.

('f媒6 日本人移民80周年を記念 して設けられた移住史軒料館)

rl秘文化会館には.日系以外の人でも入れる.リマ117内にあることt)あって.平日も

棚から晩まで人がたむろしている｡】階にはラウンジ.Ff本科郎店 (沖縄そばもメニュ

ーにある).金融槻r災1の怒り.先店,｢人を収零できる日系人Pl噂 (ホール)などがあ

る｡ペルーU)沖純系の人なら.1階をうろうろすれば,たいてい,秋成か友人に会える

ようである 2階より上のフロアには.沖縄以外のg.t入会.ペルー日本人移住史料館の

他に.臥 Jl館 (移民の針 t.n本の新札 Fl本伝㍗芦のための教材やtHb雑誌.Fl木の港南

などがある).Flノ仁.冶放電.(.A.q齢如 く恥うための部hi,ペルーのダンスを紙背できる広

いフロア (TJl'i7).凍球 二喋繰などのサークル (lil-t8)や催 し物のための研修宅 ･

会議基がある｡



('Jf托7 ペルーのタンスをHr省中)

(TJ血8 凍鎌 三味線を抜背中J

H本吉kのクラスは.幼ft糊から中J'-11とぐを対魚に.溜 ･1 .日.ll.tTJ〉LtTいる,

私は l岬臼の午前8叫半から 10叫flのはS/TkIlLhTJl-rが.8歳から HLtの (-どt

たち7人が.習熟度別のクラスで′lLんでいた 1榔11rktl)たP,.のク--Jス1,.hrJ.-_二で

は 15.6歳の/主従たちが4.5人で′('●んでいた

3.ペルー日系tB全

日系協会は,約 700 仲桁の全ilを推すTJ.ナ-ての日系人の/-d)のIrH-で.I,ら. 1

秘文化会館に-J哨 所がある.日系協会;=''L ･1f･Jt系のPTml.人･つている.



rl系協会に.i 67の加曳lFflL如 ;ある｡沖縄恥入会を含む各妨t入会が合計2Ll団体で.

その他はラ .ウニオン佼/Eどの日系の乍校や.他ノ)にある日系協会の文部などである｡

このrTl終Ll)上'Eiな目的は.1位から伝えられた日本文化.習tRを.3虻以 卜の件代に

伝えていくことである.rl牡は+どものためにたいへんな苦労をし.2世はそれをまの

あたりにしているので禁欲的IL努力官が多いが.3附ま&金時代(:生きていて.人坐の

選択肢が多い.日系ではない私立の廠扱な'TL'校に曲ったり.国町結肺をしたりする中で.

ペルー社会.て耗合され.いいこともあるが,日本文化が一等よっていく危険もある.｣と.

ある役川 ま諮ってくれた.文化船穂のため.日系協会では.円本大使館と協ノ)L,也))

に日本文化を伝えに赴くキャラバンなどを柑擁的に行っている｡

-ルーの日系人辻会は.rp純系よりもF-1く.19994日こ移民 100川iF記念祭を祝った.

そのときは.沖縄県人会を含む全ての恥入会が参加した｡この式典で枚方するために.

放綿 d-轍やエイサーのサークルができるなど.沖縄系のコミュニティの活動 し活性化

したそ うである｡その蚊†には.2006年OlT中絶移Lt100周年記念額で披正された. この

ときFま,ペルーの日系人社会全体で沖縄持氏 100J!11牛を祝ったと.日系協会の役員が

;Llつてくれた

u系人引会の主なJIrlfは,R秘文化会&'L,ラ･ウニオン運動公【礼 沖純県人会のいず

れかで行われる{多くの付しは,日系人協会,沖純鉄入会.ラ･ウニオンを運Efするエ

スタディオ ･ウニオン協会の3日仲 の協ノ)によって'AT抵されるという.

4.ラ ･ウニオン連動公Pl

ラ･ウニオン運軌公間もまた.日秘文化会館と同様に.ペルーにおける日系人の迫富

の歴史を相見として誕/仁した.圧接のきっかけは.耶 次位と外人戦中にリマ11本′芦校が

F'Jl机されたため.El素人がスポーツを袈しめるj見所がなくなってしまったlとである｡

峨後の I.5fHTSJは.F]系人の組弘的なF,動は停滞していたが.7どもたらの性かな

輯Jkのたd)にスポーツ施設を作ろうと考えた lP･たちが.太平nLクラブを立ち上げた.

それは 1952q'ニラ･ウニオ/協会托式会杜となり,翌年.10万平)71メー トルの戦地を

リマ(fll郊外.こLX人したYluJ l牡の人々は,法人な し地を自分たちでこつこつと転借した｡

テニスコー ト.サyカー胤 野球胤 ホールがひとつずつ完成 していった.rl7杓施設も

作らb .日本からやってきた (-どもたちがここに分析して.ペルーの (どもたちとスポ

ッで交旅した.

ラ.ウニオンでは.(どもだけでなく.大人たちt,.さま<まなスポーツタ.柴しんで

いる とくにサ ノカ-は鯉交さでbLLJ九るようになり 1987Llにはペルーのプロ級サ

ッカーチームlこ1L指 した.



(lf兵9 ラ･ウニオン運動公園で)

1971年には.運動公開の 角に.ラ･ウニオン紐分′;'技が孜.AIされた (写拭 10)｡

小学校から応投までの全日制の学校で,当初はほとんどすべてのJl止が日系人であった

70年代の末には 1800人ほどの生徒がいたれ tlt棺ぎに什われる/･が杓え.96LJには

1000人に落ち込んだ.ペルー人の生徒も研拙的に受け入れるようになり,現IFTのJI紘

故は約 1600人で.日系とそれ以外のL征の比 ;<ははは'‡′々 であるという.11人;trの柁

文は,小'F'校では過4時丁札 Ll]7=校では迎3相即ある.tlA誰の授ヱ汝は限られている

帆 r此 '̂.群敬.同体の協調｣などの El本の価肌帆 を.ljト折の′F''ぴをdして1ナ

につけさせるという稚念がある,沖縄の文化については,Lt詔や人水 本･教えている.川

稼ぎに伴われていく子どものための.油Id激tJWJカリキュラムt,ある｡

ラ･ウニオンidi軌公開では,70LI代にhLI瓢とInjlJ柄動卸,80q代(.はモビエント･

デ ･メノーレスという古少年の繕勅//ルーノがiWltされ,[どt,やt川 の作瓜 こノJt.,TL

ぐという用念が.多様な形で開花LT-('f央 llI 71ih二は如人知がでLtで.丁ュや

料理の激'iTなどの島設t,たった 1981EIから8川 までは.7･ウ ･オ/斬r舶 ;.HT=

の1r'r報を扱うメディアとして発行さかた この肘抑1./レ/サtlS･という新撰Ⅰのf'lllLy

である｡

)980IFにはAELUCOOPが設立された.この令触推榊札 たのt,し (I,あい)

を繁務の 一環として放り扱うなど,沖縄系の人々のJu･捕 食づくりに人きく拝献1-るよ

うになった.1982年には.AELUはJrltalLll組介 【コベラiィー′く)が没.-lLqt.日

本でHl稼ぎをしている人たち･こよるべ/レー-07JA食Q)ノステムが Cさあがっf-.

ラ･ウニオンig細 公図は.ベル-における沖縄#･ ll系つミ1~ケ †の娘t.1rL焚/亡拠

点のひとつである.それが rl超勤公軌 であり,スポJy糾 J心-.I/J.A-ている-とは.



きわめて舛味深い.スポーツ施掛 ま.ラ･ウニオンだけでなく.沖糾鼎入会の施設にお

いても大きな比延を占めている｡

(17兵 10 ラ ウニオン校にて)

(写17)) ラ･ウニオン迎軌公l削こて｡さまざまな)Jrlyifil体と活動内穿声が記されて

いる.)



スポーツは,まず.子どもたちの心身を触やかfIjTむものとして伯荘づけられている｡

だからこそ.日系.沖縄系の社会において.スポーツ括設の杜段は広範/L女杓を得たの

である.また,スポーツ施設は,子どt'だけでなく全ての世代の人/)の礁しみの塔とし

て.た(さんの人々を髄わせる｡さらにスポー ノは.アイデンティティとt'探く関係す

る｡スポ-ツチームの拓動を通じて,沖縄県系として.あるいは郷九台の HTLての

帰属倉議が人々に根づくのである｡

このように,スポーツによってFどt)を昨て.人々が丸い,お吐いに結びつくとい う

エスニック･コミュニティの形は.沖純系.T]系の lt杜たちが.枇絶叫月籾と先腔の中

で,なんとか次の世代のために役に立つことをしようと知収を絞り.ノ)をJ:iせ介ったI,i

先である｡そこには.スポーツ大凶ペルーの文化的な影響も見川せる.それ比 令qM_･

人跡こし,スポーツ仲rllJと汗を托して過ごす又しい的間に.人きな価肌を陛く文化でみ〉

ら.ひたすら勤労に励んで滞射し,患えた許は送金.ていたか )でのrH4-人.f-ちが.

ペルーのライフスタイルや価岨戦をとり-んで.̀fl系ペルー人 として人1.を態しみ､

●接鶴力を発紳するようになっていった-/ロt,スが )かがえる.

しかし.そこに大きな打撃を及ぼしているOTI は.出接ぎブームである L･いう 会Ei強

の減少によって.ラ･ウニオンは花対IL財政書に正面するようJこ/:つた 役flの間 Cは.

El系以外の人たちに rド7を開くJかどr)かに 一いて.碑りiEiL.話しか ､がt,た).て

きた.2∝鳩年咋点では.まず日系人の中から会ilを増やす努力をL,+九で迫り/LL､

知分について,非El系人を受け入れるJb針が一とたつていf-.JF･rl系の人 は々.日系人0)

会見 3名の紹介を受けて.面接を経て.全Lll-なるIとができると･-)L'-/LL･)⊂いる.

Ⅲ.沖4系の若い世代のアイデンティティと社会槻係についてのアンケー ト明壬

1.tI壬方法

この預金のn的は,リマIrfを中心とするペルーの沖純系の†一方たt).とくに.1叶以降

の世代のアイデンティティとryJ係化I-ついてJlへる-とであっ/-_

アンケー ト用鰍 ま.スペイン語とrl心拍のt,のふFrl任したが.rlト:trの附 料紙‡=王と

んど不要であった 230部を配筋し,JlbI"柿 )8lu'i･Etr収Lt一

配布 ･凹収))法は.リマ市にあるF]紀文化会館でitと那 fH している.沖研,171.の11斤や

主なはF,文月とする文化サークル (放球 _昧線. ルヾーのダンスなどのサ クル)で.そ

の噂で回答してもらったり,そこで出会っ(.-r即 .きんの/R逆に.別V)ナ クルで心 ,て

t'らうために奴十瓢を託したりした｡よた,ラ･ウニ74ン運動公【針ぐくつろL でいる人

たちに,lq吉さんが Jl･Jをかけて.その叫でr･帽 してt,i-'つた flIUHにl川･縄恥入会で.

if食をとったりスポーツを税峨したりしている人たちに.そU)叫でl,･指 してhF,つト

(T7月 12) 沖縄Ult入会で州 吐したケースが仏t'多く,約 110.Y'Ch '[- (ヽ,(.仲

純系の組織 u]休U)役lLやノ ンハ-のノJE'故川 lL_･托して.そ叫AI'kLl.こl"偶 LTもリ



った.沖縄に戻った後も.rq吉さんの期成 ･友人たちから,E司収したアンケー ト禁が郵

送されてきた｡

対穀者は.当初は.)8歳からJ15歳くらいまでのPt.純系の若い位代の人々,としてい

たが,サークルや食堂で.その壬削こいる//ループの人/Jみんなに用紙を配Jf)し.古き込

んでもらう方法をとったI=め,そこに当⊂はまらない人々い ､くらかはbJ答している｡

2.&本JLti

181人の回答者のうち,男性と女性はほぼ半々を占めていた (巻末軒料一腰 1)｡

年齢は.20代が展も多く.約 LIlパーセントで.30代が約 25パーセント,10代が

約 18パーセントであった (衣2).Ig:Itは,3位が約67%で息も多く.ついで4世.2

世が多かった (姦3)｡

96パーセントのLd答6-は.リマ出身であった (T{4)｡そして.ペルー国掃のみを持

ってい7'J人が回答者の約 73パーセントであった｡

pTL一膳は.中′芦校までが他も多く,約 35パーセントで.ついで大学までが多かった (R

5)｡1由った学校の種塀は.日系の乍校が 37パーセント.カ トリック系の学校が 33パ

ーセントであり,どちらも.公立学校の 16パーセントを火きくと回っていた く衣6)｡

岐常は.学生が魚も多く.29パーセントをrqめており,一般従玉音は 17パーセント

であった (図 1)｡自営 笈 Rlま回答者の 11,i-セント.経営昔は約 7パーセントを占め

ていた.

1世から2世,3位-と世代が推移するにつれて,自営から-般従業石 ･呼門轍-と

馳菜捕成の比正が変わってきたことはしばしば指摘されている｡この銅盤は.沖縄県人

会とラ･ウニオン運動公園において主に父施したた桝 こ.回答省に占める日常 ･経営の

比率がやや痛くなっているように恩われる｡これらの施政をよく利用するのは.一般従

菜nよりも.自分の必tで時間やお金を使いやすい自営笈の人が多いといわれていら.

, 一一一石=~ttLS

(''irを12 アンケー トに紀人してくれている沖縄系の1;-'H･たち)



3.文化と丁イテンティティ

沖縄方言 (ウチナーグチ)を全く使えないという回答は.83パ-セン トをrL,-めた (炎

7).これを話せる人はわずかに45'.riFlき取れる人は22名であっf- rl本1割こついて

紘,全く使えない人は約 19,i-セントで.題せる^.聞き取れる人はそれぞれ 48人,

96人いた (R 8)■J

自分の家で王に使っている言語IL rr17答肴の79パーセン トがスペイン汎 15,て-セ

ントが日本語であった (&9)

沖縄の吾#ははとんど話されていないのに対して.沖縄の文化･エ能/Y･里如 し.rA刺

している人々は少なくない.｢現在.どのような文IEにf蛸わる柿動ryLでい たすか)と

いう質問に対して.沖縄の取 ･掛りと答えた人は21/i-セントで.日本の歌 ･払(fりU)

8パーセン トを大きく上回った (表 10) 沖縄とペルー,両 -̂の歌や踊りかやっている

人もいる｡

蒙で主に食べているn理は.ペルーのクリオーリョ打理が 5ll,く-･セント.rl本什印

が22パーセン ト 沖縄料理は 15バーセ/トであった (衣1日 常態を村/たすることIt

閏岸でも.歌 ･踊 りといった文化 ･芸能.そして日々の全血にのはる甘'齢の鴨として.

沖縄の文化は若い世代に伝えられている.文化やi:徒,家庭小用なt'に才;いて.ペルー

と沖縄.日本の文化,tR習が入り混じり.港/tしていることがうかがえる｡

仏社行下は.回答者の 7割は参加 していると答えている ム 12). )Jで.口雌Hの

キリス ト教の礼拝に出席 している回答削ま.)一別に;占f-Ij'い (A13).

アイデンティティについては. どこの用の人ですかとr汁lかれたら,なんと芹え上-4

か｣という悦いに対して.ベル一人という答えが▲18ハ-セン ト,u茶人という答えが

10パーセン ト.rl朋 人という答えは 9パーセン トであった (J{]4) ペルー人とrl系

人という複牧rgけ芋も多かった｡

r沖縄と沖縄以外の日系人には.竹札 しきたり.忍故などl~nいかあると伽 ､よ･)

か)という問いに対 しては,r違いがあると思う というrr･]芥が 71′く-セン トで.r速

いがないとJL.R.う｣の20パーセントを人きく引き併し1-()<15)

rE]Jk人であることを誇りに.思うことがありますか_という剛いにkTしては.rよく

ある｣rときどきあるJというfi定的な[･.T芥が89′i-セントi'のげった (L42)せi-.

rEl本人であることを恥 YかしくTl._lうニケかt8)りと十か･というr糾 'こ'Er..て.rL rよ

く思うJr的JJ思うJというlL･d芥は2′モーセ/トに )~き/}かった lLLJ3l.

そして,'これまでrl本人だ>いうPf!tllでいやな lに&,わn ･ト.tigrt7)lItを叫わ

た問いに対して. あるJは 15′く-セン ･で. /LL 82′く-セント/･人さく卜回っt.-

(衣 16). これまで日本人でよかったとIL_TllつたIと ■こついてLt. 恥 7JJ か 76′く-

セントであった ()i17)

回答片のほとんどは r日本人であるーと がメリット壬.してJTtEllJd'(,)17,fq収L･

あり,F'7/J川 身t).rrl本人であること_▲~klして i'IJj:帆/(古軌J･nつ い ､る二 ･か ')

～h



かがえる.

T沖純に対して愛.打を感 じますか｣というl糾 ､に対しては.rとてb感 じる｣49パー

セント rある粒度感 じる｣25パーセン トで.愛瀞を感 じている人が多数を占めていた

(Lgl5)(

4.日系 ･れ系の先攻flJ用と■入会への●加

よく利用する施錠｣を尋ねた質問に対 して,日秘文化会館.沖縄県人会とラ ウニ

オン運動公開は.ほぼ何故の回答を持た (炎 L8).それらの施設を利用する目的は,r友

達に全う｣が応も多く.rスポ-ツを聴しむ｣｢同じルーツの人と交流するJというrr,l答

がそれに紘いた 沖縄や日本の文化に触れる目的でこれらの施設を利用している人々も

いる (衣 )9).

卵塊疾いのは.姓入会と称友会 (村人会)-の参加である.脈入会に参加していると

答えた人は54パーセントだが (R20).郷友会は.回答者の96パーセントが参加 して

いると答えた (衣21).どのように参加 しているかという問いは.恥入会についてしか

-&定しなかったが,郷友会についても成定すれば.両者の速いがさらに浮かび上がった

だろうと思われる｡脹入会には.r横擁的に参加Jという回芥が22パーセン ト r行IJl

に参加｣が32パーセント.Tあまり歩加しない｣が22パーセン ト.r全く参加しない

tJ22パーセントであった (図6).

顎4'が日曜日に沖縄県人会を訪れたとき.サッカーグラウン ドには,郷友会ごとのチ

ームでプレーを洗い合 う心行たちがいた.彼らは,｢ギノザj などのロゴの入ったチー

ムのユニフナ-ムを着て.自分の所属チームの新刊のために.けんめいにプレーする.

ウチナーンチュとしての.CEkを持てとか.脱入会に来いとかすわれなくてt).スポーツ

が好きな人たちは,同じくスポ-ツ好きの友過や尤rRした施戊を火めて.沖縄県人会に

やってくる そして,爪入会の施設を使っていてt).具体的に彼らが帰属庶故を持って

いるのは,それぞれのチーム名であるところの郷友会なのである.

布友会は.同襟首で魚b多かったのは北中城で.わでかな差で沖縄hl.丘If樫打が拭

いた (衣22) これらの市友会への参加は.必ずしも自分の祖父付などの先祖のJレーツ

と結びついているわけではない｡祖先が沖純のどこからやってきたのかを知らない人も,

少なくない▲ルーツについての伝水は.先机のuu が.ベル-のどこ-火たのかというこ

とは.t'.:いtEf代にある紬 妊伝わっているが (R23,24).いつごろ来たのかはt,うあい

よいになっている (衣 25)<北中城.沖純rF.'I't即斥けの師友会の参JI日石が多いのは.

それらの会には組穐力があり.スポーツチームも強薫だからである(それらのチ-ムに

は.女人 ･b人の指で,i,とi,とはその郷女会ではIj:い人や.沖縄系でない人t,入って

いるとい )LX,

rlいItIHtの沖純系｢ミュニチイ-の対仏とアイデンティティは.ルーノの仏頒ではな

く.汀誠でi,なく.スポーツや文化･去憶を架しむL卜ではぐくまれているようにEi]われ



る｡また,親しい友達と光って楽しい時間をすごすということが,郷友全lニ参加したり.

県人会に行ったりする上での大きな動機づけになっている｡そのような.みんなで虹t

って楽しむことに用い価値を置くtR羽や.とくに余暇にはサyか-などのスJl:-ツに多

くの人が興じるというライフスタイルに.L ペルーの文化が色点く投影されている.I

二に,削tを姓て進んできた文化変容.和歌の文化の混交,そして沖縄系コミュ二7イ

のベル-への<土着化 Ù一カル化)>を見て取ることができ7J.

5.tdづきあい.その他の朋係

筒音は.2003年に沖縄で懲らす日系人 ･外同人のインタビュー凋血を子lつたとき.

r沖純に州ってきてからの方が,親戚づきあいが減ってさびしい｣というJITをfm ､て.

驚いたことがある亡それは,いくらかの沖縄県系ペルー人の人たちのIi･であった.

今軌 ペルーで月並をして.改めてベルIrおける鞄戚づきあいの佃野さと杜かさを

知ることができた.

リマ市内に親戚がいると答えた人は.回答名の 99パーセントにのぼった (女 26).

市内の親戚とどのようなつきあいをしているかという問いにklしては.EJ粁n'Jl'おTJい

の家を行き来している人が 68バ-セント,行'Jlで砿まるくらいだという人は )5パー

セント 邦式や結婚式で躯よる程度だという人は8パーセントであった (R27) bあ

いをしている人も.9パーセントいた 斡戚とつきあいがないと答えた人は. 人f-'け

であった.

近所で親しいつきあいがあるのi,,壬では親戚である ()そ28 たたJL.･')Ltあいは

親戚や沖純系の人々に限られず,ペルー^.沖縄薪以外の日系人とt}つきS･いがある.

若い1tt代の人々は,7どもの頃から.ペルー人と 抑こ必んできた作戦を打っている

(女29)｡ただし.何 t,かもペルー人と 一緒がいいかというとそうではなく.(ど1,g)

学校について幽谷した人の中で,公tAI.′it按に也わせている人け1,-4こかに 人f:'った (衣

30).多くの人は.カ トリック系の払.7:I,.J-蚊に [どt)を通わセているLfと1g一過 (̀'に

ついて回答した人が少ないので.沈計的に斗き出さLLf一知見を述べること11C事ないが.

日JB語や日JFの習廿を教えてくれる-とよりt,,救巾))針や止乍寺̀をたりY,LSして.日

系の学校に限定せず.私立'ft校を遜ぷ紬がいる~とがうかがえる (i(3日.

6.沖Jt･日本体Qkと,今8t,暮らしたいqt所

回答古の3GJは.沖純に行ったーとがあると芥えた (i<32I.滞れ糊r抑t.3ケHk

油の人が21バーセ/ トだが,それ以1-_の人も15--セノLl'V)はる (1){33).

沖縄に行った理由は.T親戚がいたから 【吸光q)たd'｣が他L.Jiく.2I,､一七,,ト

であった (B47) 次いで.r櫛JAf･研修のため が約 -10バーt･/トで#･つfr ト -ト

ーメ-の純水 という矧 ilt,.わすかだIJl.わ'つた

沖縄以外の都道府矧 こいったことがある人は.;tらl'多く.rL･lrT榊 Jlllrr牧にU)lf



った (R34).El,6.本 ヒに行った理由は.｢山扱ぎ｣23パーセント.それに r観光｣T'#

族がいたから が拭いた (図 8)

沖縄や日本に行った感想として,振放回答可で尋ねてみると.̀rJ//)の中の沖縄文化

またはルーツを悪政するようになった が29バーセ/ト,rEl本人に鞄しみを感 じたj

が 14パーセント川.r日本や沖縄の文化に親 しみを感じた一が2)/く-セント,IEl分の

中のペルー文化を定款するようになった｣が 10パ-セント r日本人 沖純人とペルー

の日系人との音曲や価他税に適いを感 じた｣は24パーセン トであった (起35)

R本にr#族や純奴がいる人は.凹答者 の 92パーセン トであった (衣 36).披らとの

つきあいは.r会いに行きkする｣19パーセン ト,r自分が日本や沖縄に行くとき,助

けてくれたJ2.I/i-セン ト. 花1法や丁紙のやり取りをiる｣43パーセント Iほとん

多くの回答廿は,ElAや沖純で山会った人々や文化と.屯なりと鋭しみ,追いと経過

さの両方を感 じている.ペルーを群れてEl本や沖縄に行くことは,日系人としての自分

自身や.ペルーの沖縄系.日系文化の独自性を相対化する牧会になっているとFtL_しわれる

彼らが朽 k･住みたい均所は. リマに永住Jが 50パーセント, 沖縄に水性｣は 11

パーセ/トで, 日本によILJ3パーセントは.｢アメリカ本土に移Ltj5パーセン トよ

りも低かった (R37) そんなことを r考えたことがない｣という人々t)含めて.ほと

んどの人は.リマに住み絞けていくと考えられる｡日本木上は.出棺ぎのため.あるい

は官族がいるから 度くらい.観光ついでに行ってみる場所ではあっても.永住の選択

肢にはほとんど入ってい/j･い｡沖縄It.仕解の牧会が少ないにもかかわらず.よr)多く

の人をひきつけている.

沖縄では.5年.に 一度,海外在任の沖縄児系の人々がAtまって交流 し.アイデンティ

ティを柵かめあう舞丸 r世外のウナナ-ンチュ大会｣が洲促されている｡これに参JJll

Lたことのある人は,rnI茶店の約 1別にのぼった (R38).

Ⅳ.ワークシ ョップ r沖ヰ系の若い世代の7イテンティティ｣

1. 第 1回ワークショップ :r日系ペルー人であることについて｣

(1)ワークシ ョップの★成

このワークンヨ yプは.1回Elは 2月 16El(ホ)の夜 8時から口軽文化会館で.2

同日は 19円 flJ の 11叫から沖縄恥入会館で.それぞれ 2時間にわたって行われた

('挙兵 】3 進irは.アン トニオ珊久J琳さんがつとめてくれた.

このワ-//ンヨッブについては,プレンサ日系で広JLLたり.tl秘文化会師のロビ-

に,ポスターを貼ったりしてJL'稚し.11秘文化会m-I.でサークル続動に参JJUしているt!]Lt,'さ

んや捕久Tl;I.さんの知人 九人t,読-}てt.ら′1-

日"川 は.T_I.を含めて 16人が参加した`10代かF20代のt'絹 が多く.そのうち▲l



人はジュニア ･スタディーツアーで沖縄を肪れた接戦があり.3人が黙律などによる研

修を沖純で体敦 していた Gきん.Ⅰさんは50代で.沖純系の組糠で中心的な役.DJ,I

柴たしており,若者の意臥 こ関心をbって参加しf-,

とくに 1回日の参加者たちは,日世文化会軌 こ17常q')に山人r)して舵._やサ クル捕

軌 こ横棒的に打ち込んでいるような.E者の中でも沖縄 -の愛月がtT.い.次 tB代の沖縄

系コミュニティのリーダ-とその挨補たらが多かっt･.紬L-ノれた内宥1,n分の小でウ

チナ一 ･7イテンテイチイが打立した捉沖や,今ltの日系.沖縄宗の投首Iについての.

よくまとまった立派な語りが多い.その中にも,日系としてどの上う;=まなさきれてき

たのか.文化やdi位枚の散合をどのように自分の中でLLjlづ''1ているのか.卵plほいさ

まざまな滑りが展開された.

r沖縄に研修に行き.ウチナー アイデンティティに口官めた という;hりが拙攻の

事加者に共有されていて.あるBr味で rモデル ･ス トー リーJとなっている感があり,

邦味汚い.一方で.参加者の中でただひとり.出棺ぎで【14r-子rさ.rガイソノJ L･呼

ばれて自己漁の大きな破綻を体験 したMさんの論りは,床い次九でn分与とらえなJjL.

撰歌の価他観の憩合を旺荘づけたjLrとして.Pを帆 Tさせる力をf書っている.

(2)自己紹介

Aさん (男性) 私は3世で,沖縄系であり.同時にベル-人です.沖捌 t入会の活

動に奉加する中で.沖縄文化に愛書を恵じるようになりました.Jt初はスポーツでした｡

祖父母は沖縄出身でしたが,小さいころは自分のアイT-ンティティについて考えたこと

がなく.ただペルー人だと思っていました｡祖父の指をWいて.沖縄のことを考えるよ

うになりました｡仏tl槻係の行事に典味があって.将来は沖縄に住みたい.

㌣ ｢ .･.･.■■■･.■■■■■̀- ~ ~~｢

(TS庄】3 rl秘文化会軒で.llL･7日の )-JJ/ 1′′)



Bさん (男性) 父親は山口.母親は沖縄にルーツがあります｡小さいころは.沖縄

を意虻していなかったけど.ジ1ニ7 ･スタディ-ツア-に事加して.初めて沖純に触

れて.興味がわいて gt人会話thに事加するようになりました｡でも日本には住みたく

ないです (芙)｡

Cさん (男性) ペルー生まれの rウチナーンチュ｣です｡寺庄には沖8tの文化があ

って 小さいときから担友会に行っていました｡でも.すごく変わったのは 沖縄に行

ってからでした｡1990年に.両親が.祖父に会いに連れて行ってくれた｡その後.研

件も受けて.三味線を習いました｡柵ってきてから.沖縄系の行事.全てに●加するよ

うになりました.

Dさん (男性)_小さいころから.日本文化は身近でした.

Eさん (女性) 私も.小さいころから日本文化に扱しんできました｡大字でE)系の

人と出会って,自分のアイデンティティについて考えるようになり.それからこういう

活hJ二歩加するようになりました｡

Fさん (男性) 父が沖縄系で.崇には仏唖もあり.沖縄の文化が大事にされていま

す｡子どものころからう .ウニオン公助に通って ｢こどもの日｣などの文化や価値概

を学んできました.

Gさん (男性) 3世で.自分のことをEj系ベル-人だと思っています｡自分のルー

ツをちゃんと知っていること.日系人であることも.ベル一人であることも.誇りに思

っています｡

Hさん (女性) 3世で.酉原町にルーツがあります｡ラ･ヴィクトリア校 (注 日

系の学校)に通い.家族と粒友会活動に奉加してきました｡大字に入って.そういう活

動とは疎遠になりました｡大学では.鳳リは日系の人ばかりで.自分も r日系人｣とし

て見られるようになって,それなのに実際の活動からは搬れていて 何か足りない気が

して.エイサ-のサークルに入りました｡これだったんだなあと思いました｡県女で汁

縄研体に行ったとき,眠っていため分が★めるように.沖縄アイデンティティが高まっ

た.

1さん (男性) 父矧よ1世.母*lよ帰来2世で.自分は戟後の2世になります｡小

学校では ベル-社会からの拒絶を感じました.1940年代の日系人に対する迫害につ

いても.親からMきました｡日系人は.皆で力を合わせて.底辺から盛り返したんです｡

2世と帰来2世の反目もありました｡B木拝ができる.できないで対立したんです.千

どもの頃,両親と一緒にラ･ウニオンに乗ました.あの頃は.iLがまだ淀まみれだった.

Jさん (女性) 3世です｡寺族ぐるみで.サ友会.gt入会の活blこ事加し,日系人

の友達もたくさんいました.沖縄で研拝を受けるなど.何度か行ったことがあります.

行くたびに.ウテナー ･アイデンティティが固まってくるのを慾じます.同時 r=.研件

のときは.ヘルーの文化を紹介しなければならかったので.それを通して,ペルーの文



化についても深く知ることができるようになりました｡

Kさん (女性) 3世で,辛では父親が三味線を弾くこともありました.両Aは.也

主会で知L)合ったんです.13itのとき.親に連れられて.祖母に会いに沖純に行き 3

ヶ月 滞在しました｡それから 祖母がどういう珪栓でヘルーに来て また戻ったのか

を知りました.ペルーにHBったとき.口からスペインほが出てこIJL-くて困りました｡忘

れないように.日秘文化会館で勉強して.研拝にも行きました｡その中で,だんだん.

自分にとっての沖縄が大きくなってきました.

(3)どんな時に自分のことを日系だと,あるいはペルー人だと感 じるか

Aさん gtのお弁当には巻き書司とか rトーフ･フライJが入っていたし.スヘイン

相の中にEl本の吉葉が混ざったりしました.スポーツはラ･ウニオンでやって 時々.

ベル-人のチームと対戦した｡BEI=とってEj本人であることは.ラ･ウニオン代表の自

分のチームに所Aしていることだった.

Bさん まわりI=チャイナと呼ばれたとき.そういう.r外｣で番じる 家ではいつ

ち.みんな沖ftf='し｡

Cさん 価GL蛾かなあ｡自分と.自分の友人のペルー人とは連うなと思うことがある(

ちょっと蛇実さがたりないなと思ったリ｡でも.外国を旅行しているときは.ベル-人

としての括りを感じる｡

Lさん (男性) 自分の中に.祖先の文化があるなあと思うときは,B系人を拘りに

恵じる.オリンピックは.ペルーが♯加してないときは日本を応沈する.どっちも応tI

する.

Dさん 日本に行ったことはないけど.ペルー人よりは日系だと自分のことを思って

いる｡でも漢 も.海外に行くと.ペルーのことも持りに怒じられる.

Eさん 日本人がペルーで果たしている投fqのことを耳にすると 持らしい.この文

化会館もそうだし.日本人の決断力とか.助け合いの力は 信頼できる

Fさん .日本人の祖父は.rあき看｣r正正春｣であることを持リにしていた.仇は

同時にペルー人であることも誇りにをじる.何かを自分が決めてやり速げ1=リするとき

僕の中で その二つはそんなr=違ったものではなくて,混ざって-つのものになってい

る｡

Gさん 同蕗だ.沖8tの祖先を.みなと共書しているのがうれしい.沖縄ではない人

から,自分の祖先の偉大さについて叩くと,すぼらしいと思う ラ.ウニオンには 日

系人ではない人もいて.そういう人は.日系人がこういう形に残る施投を作って すっ

と役に立っていることを.本当に悪心している｡海外で旅行をしているとき ヘルーの

マチュビチュのことなどを!吉していると,ベル一人としての持らしさがわいてくる 自

分は両方持っていて カトリックも入っているし 取合して より生かになっている気

がする｡



Hさん 大字に入って.初めて.日系人って特別だと思った.日系人はEElまっている.

で.先生にほめられるのは日系人 (笑)｡

(さん 若いみんなのf舌をWいていると 考えさせられる｡小学校時代は母親に繰り

返し暇争の指をNtいていたし.ペルーの歴史よりも日本史の方が拝しかった.その頃は.

自分の子どもがベル一人と結婚したせいで自殺する日系人もいた｡ペルー人と轄婚する

のは弗だと思った.中学校で公立学校に進み.そういう考え方が消え去っ1=.ペルー社

会からよくしてもらって.助けてもらった｡

Jさん やはり外社会と捷するとき.チナと言われるときに.E)系人であることを感

じる｡自分がベル一人として相手に捷することもある｡

Kさん 私もHと同じで 大学で初めて日系人だなあと怒じた｡大学の先生は.日系

の学生はまじめだとけじ込んでいて.ちょっと気恥ずかしいこともあった.あと.自分

のルーツについて!Rベて書いてくる抹ELが出て.自分のルーツを発見している人は.千

の様甥がやりやすかった.

Mさん (男性) ものすごく広い2(間で どこから答えたらいいのかな｡小さいとき

は,長男で.仏唖を継ぐことになっていて.日本精が指せなくても,日系人として育て

られた｡親は*堂を桂賞していて.客とけんかになると.｢あいつは土人だから｣と書

っていた｡自分が ｢チ-ノ チ-ノ｣と呼ばれて,&初は嫌で,なんで中国人になるの

って思っていた｡tXれて.Mき流すようになった.ラ･r)二オン稜で,同じルーツの人

とはして.アイデンティティが芽生えてきた.この中では.fE掃関係が作れる｡それか

らは.時にはベル-人.時には日系人として生きf=.出様ぎで日本l=行って rガイジ

ン｣と呼ばれたときは ショックで.アイデンティティが混乱した｡何度考えても,人

格がひとつにまとめられすに.時と蛾合で移り変わる｡ゴーヤーチャンプルーみたいな.

自分はチャンプルー｡2世の苦労指は嫌いだったけど.自分の寺虎の中に.ものすごい

体牧をした人がいたんだということを知ったときには.誇りに変わった｡

(4)お互いの暮JLをMいて思ったこと

Aさん･ヘル-文化と日本文化が.私たちをつないでいるんだと思う｡私たちの祖先

は.全くのJt国で ものすごくがんばってここまで来た｡k合は,そのたまものだと思

う｡ こ こはペルーだけど.ペルー人はこの社会で.日系人ほどの信頼を得ていない｡こ

れからrま.自分たちと違う歴史を持つ人たちとも.秤を深めたい｡それがこの園のため

にもなると患う｡

Kさん こんな風に 自分と同じ若い人の意見を叩いて.初めていろんな意見がある

のを知った

Nさん (男性) 自分のことを.とてもラッキーだと慈じる｡どこ出身か附かれたら

へル-生まれだと言うし.ルーツをWかれたら沖縄と答える｡tLも.これまでの中で日

系であることが重荷だったこともあるし.苦労もあった｡でも.今は.ル-ツや価値械



を次の世代に伝えることが自分たちの大任だと思っている｡このワークショップはとて

もいい也会になったし.先yEのGさん. 1さんにこの拝をMいてもらえて お二人の指

も附けてよかった｡みんなで助け合う文化をペルー社会に広めていけたらいい.

2.第2回ワークショップ '日系と沖A系の逢い.日本人と日系のAい

(1)ワークショップの♯成

2回日は.私を含めて 13人が参加した.1凹tは屯なる参加lTは.そU)うち5gJで

ある｡初めて歩Jxlした人たちの中に.親の出棺ぎに伴われて日本-行き.u本で作ら.

今は見休みでペルーに戻っているという0さん,その妹で.IiFr''EJ.ペルーl'スペイン

縛を学びに戻ってきているというQさん.その友人のPさんがいた 彼らは.Pll納札人

会館に遊びに来ていて.そこで碓れてきた笥内の放送をr削 ､て.卿 kを持って会船にや

ってきた｡また,Rさんは少年時代.サッカーの逆手としてrl人に滞h_していた.この

Ll人が参加してくれたために.2回Elのワークショップでは.rl本-のk'作仏敦にt,と

づく語りが丘かに展EMされた 沖縄系のE=5たらが.ペルー人.FIJb･人.t]系人とのつ

きあいで,それぞれにコミュニケー/ヨンの干虹を縦横に放い分けていることや.日本

に住んでいる日系の著者にとっての沖縄県人会の投節などが括確に誠iされた (TjA

ILl).

沖縄系の親戚で中心的な役'Glを果たしている人の中からは.今rE･lfまSさんが参加した.

)回目のワークショップにおけるGさんや Jさんと同じよう｢.Sさんは1■l拳に_席占た

ちの声に耳を傾け.自分の体集や考えt,;BLでくれたL

(写共 lLl 沖純肌人会館で.2円nU)ワーク･/コンプ)



(2)日系と沖A系はどこが逢う?

oさん (女性) 私は沖縄市にルーツがある日系人で.4世です｡10歳で親の出棺ぎ

で日本に行って,ずっと関東に住んでいるから,ペルーのE]系と沖縄系の違いはわから

ない｡ペルーにいたから.自分のルーツが沖縄だとわかっていた｡

pさん (男性) 自分も4世ですB少し違いがあって.沖縄は島で.みんなが知り合

いで.本土よりも団轄していて.行事も活発で.みんなが参加する.まとまりのある社

会だと思う｡沖縄の人は明るい｡言葉も逢う｡人懐こくて.知らない人にもフレンドリ

ーだ｡2回.観光で沖縄に行っ1=ことがある.

Qさん (女性) アイデンティティはそんなl=関係ない｡外見は.(ナイチの人は)ち

ょっと服がつL)あがってるかな｡沖縄でも他でも.そんなに違わない｡

○さん 日本の日本人と沖縄の人は全然.違う｡日系人は.どこでもいっしょ｡

Q 沖縄の人の方がフレンドリーだと思う.でも本土の日系人社会では.沖縄系と日

系の区別はないんだよね｡

Rさん (男性) 自分は 3世で.母方の祖父のルーツは西原町にある｡実のところ.

日系と沖縄系の人の違いは怒じない｡同じだと思うが.何かのときに r自分は沖縄｣

と育ったリする｡小5のときに.サッカ-をLに沖縄に行った.サッカーしかやってな

いから.あまLJ意見を言えない｡母方のおばあちゃんの親戚がいると思うけど.詳しい

居場所はわからない｡

Sさん (男性) このワークショップの企画はとてもいいと思う｡こういうのを普段

からやったらいいと怒じた｡100周年の妃念祭のときにもやったらよかった｡自分たち

の世代は.若者がなにを考えているのか.今後.役割が次の世代へ引き継がれていくの

か.心配な時があって.こんなことをやっても参加者がいるだろうかと思ってやってこ

なかった｡今後.継続していきたい｡自分は.沖縄系の地相の役員として,沖縄に何回

か行った｡違いを感じるには,一般の人として行ったほうがよかったかもしれない.東

京にも.役職についていて.その仕事で出かけた｡そのことについては.よくしてもら

った｡ただ.知人が.東京と沖縄のタクシーの運転手は.人t&こきが全然違うと育って

いた｡沖縄の人は.おおらかで すぐにわいわいと仲良くしゃべり1='す.自分はペルー

では.ラ･ウニオンのクラブでスポーツをしていて.そういう集まリには東京の人とか

もいて.出身地で違いを感じることはない｡

Tさん (女性) 私は名江にルーツがある｡Sさんの言うとおりだと思う｡沖縄にル

-ツがある人とそうでない人は おおらかさとか.温かさが違うかもしれない｡私は日

本に住んT='ことがあり 短期間だが.沖縄にもいて.サ トウキビ畑とか キモノみたい

な装束の女性たちを覚えている.田舎だったからかもしれないけど｡



(3)ベ)レー社会は日系社会をどうJLているか,8本では日本人とどうつきあうか

oさん ペルーにはこの 1ケ月しかいないから (また日本にZEるから) 現地の人と

あんまり接したことがないから.なんともいえない｡仰天にいるときは.日本人といる

ときは.E]本人と共通するほZZで拝して.ふるまいも彼らに合わせている.日系人どう

Lで.手族や親戚といるときは.もっと明るくなって.ヘル-らしさを発揮している気

がする｡日本人には気を使うよ｡日本人もこっちl=気を使うし.ベル一人といると,あ

りのままでいられる｡

Qさん じゃあ.日系ペルー人といるときは ユーモアのセンスはどっちを便うつ日

+?ベル-?

oさん 誰と括しているのかによって交わってくる 手旗とはスヘインはだから そ

っちのノリになるし.日系人で日本相を枯す人だと 混ざる(

pさん ペルーの現地の人とは.よくわからない.日本人とは･･

oさん .彼は日本で.El本人といっしょにいることが多いの.仕事JAが違いから.ほ

とんど日本人と過ごしてる｡だから.ペルーに戻ってきたら.ヘルーのユーモアのツポ

を政に脱明しないといけない｡

pさん 日本で勉強したから,育庭でしかスヘイン捕って話してない lBdiからは

ずっと日本で一人暮らしをしていて.そうなると完全に日本柑だけ 向こうのEl系へル

ー人と按する練会がほとんどなかった.でも 妻ではスヘイン指を強制される 芙)

oさん ベル-で.ベル一人の友達といるとき 沖縄の行事があるよっていったら.

あっそう.条しんできてね.とだけ言われる｡チナたちとAまリがあるんだね って

招待していいのかどうか.とまどう｡ああいう返事をWくと.招待LfJ.-いほうがいいの

かなって思う｡

Tさん 日本では.やっぱり違ってた｡日本人には.気を使ってお互いに睦する 日

系ペルー人は.お互いに冗thを言い合う｡信頼しているから

oさん El本人は.一人がなにかやると.みんな.やるよね 自分がない.

0さんこそうだと思う.一人で個性を発汗しない 私が見たE3本人は 瓜とか生型で

はみんなとの違いを7ビールしてるようにJLえたけど

∪さん ･なんでだと思うワ

oさん 日本人にtlを書うのって怖い｡

pさん しゃべるMに考えないとね｡日系へルー人にはどう書ってもいいけど.日本

人は.そのtIでは黙ってて.後で他の人に言うから

Rさん ･日本にいたときは.すっと彼らに合わせて生活してた サッカ-やってたか

ら.ずつと団体行動で.両親ともAlれて JL初.E)本人といっしょにいるのに壊れてい

た｡同じペルー日系人とも会っ1=けど 深く土着す機会はなかったし.

Hさん たしかに･私たちの日系社会は閉A的だって 周りの友人から書われたこと

がある｡中Eg系の子からも言われた El素人は B夫人とばかりいっしょl=jA=してい



るね.って｡親しいペルー人の友人には,自分がやっている沖縄系の文化についての活

動のことを話すし.わかってくれる.

Sさん 日系と非日系の晋tLは逢う.El素人でJEまると.AELUとか El系人しか

わからない単指を使って指す｡例えば.こういう活動のiAに.非B系の人を招待するの

はJtLいかもしれない｡現地の人とは大きな違いがある｡難しいこともある｡

Tさん 私は.日系人といっしょにいるときと.ペルー人といっしょにいるときでは.

ふるまいが違う｡文化が違うから.仕方がないと思う｡同じようにふるまおうとしたけ

ど.できなかった.日系人とはキャッチボールができるけど.ペルー人とはできない.

私は,ベル一人と日系人両方がいる叫所では.状況に応じて使い分ける｡人にもよる｡

ペルー人の中にも.日系人の常長を知っている人がいるから｡知らない人に.同じよう

にふるまうのは粍しい｡それと.お互いをどれだけ知り合っているかによる.

(4)うちな- ぐちを拝せるか?

Sさん (ぱっと出てくるJt穂は)めんそーれとか.ソーキ (隻).

pさん (自分が住んでいた)大阪の方言は使えるけど.沖縄のはそうではない｡必

要ない.

Hさん おばあが自分を叱るT集ぽっかり (笑)｡やなわらはI lとか｡

Tさん 阜書Sは出てくるけど.日本指と沖縄の青葉の区別がつかない｡rマクラJrオ

カネJrタタイマJ･･.

pさん ケチュア語とスペイン招みたいなもので.(沖純の吉葉は)通じないし.め

要性がない｡

oさん でも.文化を伝えるのは大事じゃないワ

pさん 沖縄でも若い人は使ってないんじゃないの｡

Hさん 日本に行く前は.沖縄でも使えないと思ってて.年寄りだけだと思ってたけ

ど.30代でも.使ってる人は使ってるよ｡私が意味わかるのはちょっとだけど.もっ

と知りたい.でも.ひとつのT葉として.それだけでしゃべるのは親しい｡沖縄にいる

おじいさん.おばあさんは.うちな一ぐちしか指さないから.意味がわからなかった.

Sさん 文化としては学ぶべきだと思う｡うちの雫では.義理の兄が,祖母とうちな

-ぐちではしている｡混ざってもいいから.指したらいい.

Jさん ･婦人会が.沖縄の言葉の教室を.不定期に開いている｡これから;Lt透させて

いき1=い.自分が沖縄に行ったとき.少しでも使うと,相手の人が心をひらいてくれる

のを蕃じたから｡

Tさん .文化としては残すべきだと思うけど.すごく労力がいる｡

(5)出稼ぎでペルーをkれた若者たちとgt入会

Nさん 0とQとpは.もしペルーに定住することになったら.沖縄県人会に入るつ



県人会は必要だと思うつ

oさん gt入会は必要だと思う.文化を引き継ぐ蛾だから 自分も入L)たい

pさん 自分も必要だと思う.Jは る4所があることは大事 お互いに知り合える

Qさん 大事だとは思うけど いざ8加するとなると.自分のことも忙しいし.やら

ないかも｡自分たちが何かを作るのは難しいけど.イベントがあったら行くかな｡この

1年冊は.勉強しに (ペルーに)来たから.早くスペインはをマスターしてEl本にMリ

たい｡遊びにも行きたいし.自分にとって大事なものを選んでしまう 仕事しながら県

人会で活動している人もいるけど.忙しすぎ

Hさん 新肘を玩んだLJ.向こうの浸奴の蛤をWL､たりすると.向こうの日系人はバ

ーベキューしたり.日系ベル一人でJLまって楽しんでいて 日本文化にあまり捷してい

ないみたい｡向こうにいるのに.El木精がわからない｡彼らがここに戻ってきても.行

く前とあんまりまわらない生活をしている気がする｡同じような啓じで県人会に来たり

Jさん=gt入会は.E)本から特ってくる人を受け入れる休1帥こなっているかなり市町

村の牡友会で出集上がっている.もしその人がスポーツを好きなら.ここに来てプレー

できるけど.

Sきん 締ってきた人に.沖縄県人会は必辛かな?今の爪入会は.文化推乗と.スポ

ーツ活動が大きな比玉を占めていて それも.スポーツをやる人のほうが多い｡その活

動内容を見る必要がある｡スポーツをしている人の中で,非沖斗系の人がqrえている

県人会活動の役割と.スポ-ツ活動の役割を.分けて考える必事が出てきた 出栓ぎか

ら柵ってきた人には.今の状態なら.多分 gt入会よりも日秘文化会館がいいんじゃな

いか｡沖縄gt入会としては.出稼ぎから戻った人に何ができるか.考えないと｡

Tさん 出稼ぎ締りの手放が外人会r=いたら.他の出稼ぎ締りの人たちも乗ると思う｡

そしたら.外人会の役割は.出会いとか.つながりということになる.出稚ぎから締っ

た人も.日本文化が好きだったら.こっちの活動にも,請け込めるかも｡

Hさん 出稼ぎで行った人の子どもは,向こうではEl本文化にたくさん触れてきた

親は.せっかくの日本文化を失わせたくないと思うかも.

Nさん こういう!舌をしていると.個人的な繕だけれど.沖縄のルーツとかアイデン

ティティとか.お互いに共有することがたくさんある｡こういうふうに知リ合ったL).

共有したりすることで.もっと自信を持って.(gt入会の)外でも活托できるんじゃな

いだろうか.本当にペルーで生まれ7rって.自分は待1='なあと患う

V.*F

l.スポーツによる沖A文化とベル-文化のk合

iLPF,Jのペルー調査で. ErLて強く印射 こ稚 っf-のは.スポ-ツが,-JL･･d'沖縄叫t

系の粗鰍 こおいて占めている EP-越しfI屯変化であった.サ ノカー.ケ･ トか ル/LどJ)



スポーツは.さ圭ざまなtg:代の人々を沖縄戦入会やラ ･ウニオン運動公開;一災わせる.

人々はそこで友人を作り.郷Jj:会-の帰属昏ikを育み.それが沖縄系のアイデンティテ

ィに結びついている.

人々は,スポーツを油じて.仲間といっしょに楽しみながら,ウチナーンチュとして

のアイデ/ティティの敵水や獲得をするの Cあるか.それはrF･1時I∴ ペルー文化の牡か

な発だともなっている｡ペルーでは.余暇こそがlt.拝以上の価値を持っており,さらに

余暇においては.I円那 丁動よりも友人と触よってE]分の体を動かして楽しむことも痛い

価tLhTが位かれている｡ダンスなど.体を動かす聴しみは他にもあるが.スポーツはその

中で鼠t)ポピュラーな瀬しみである｡そしてペルーには.年齢や作別.スポーツの技能

のレベルに関わらず,さまざまな人がスポーツをする文化がある このユニークな文化

をidJじて.ペルーの人々は,El本にはなLVi_活の常 (クオ リティ ･オブ .ライフ)を甘

受している.それは.Li:'拝以外の租所にもたくさんいる友人との軌耗なひとときであり,

自分の身件を通して文感する,充実感やi勤'X感である.それに比べて.日本人の余暇に

は.高価な商品やサービスが彩りを添えているが,閥族性と身体性という11体的な次元

においては,ペルーの余暇のほうが圧倒的に豊かな面をもっている｡

ベル-における沖縄系の人々が,スポーツによって難い.アイデンティティを継承し

ている様子には.ペルーと沖縄の文化のk合.そして.沖縄系のコミュニティの.ペル

ーにおける< t･ZI化 (ローカル化)>が見出せる.きわめてペルー的な方法で,沖縄ら

しさが維持されているのである｡だからこそ.たくさんの人が自然な形でひさよせられ.

参加し,コミュニテ ィが継続していっているように思われる.

｢ ~ ｢

(71'115 沖的爪入会でサッカーを楽 しむ人々)



-hで.スポーツに*引される如拙活動というもののr濫川乱[.llt'.とく｢川休･組織の

運営を杓う人/Yにとって放識され.対策が模頼されている｡そこでは,スポーツから外

に広がらない関心.スポーツ延艶の中で杓えていくJF沖純系のメンバーのことが.危相

として語られていた｡

1. 沖A系であるということと<♯鼓の自己>

ベル-の沖縄県系社会IL 世代が推移し.自･#泉を常む人が減って勤労古がfnえてい

く中で.またヂカセギでペルーを群れる人が絞出する中で,メンバーの独少というl川他

に直面してきた｡同時に,国際結婚,楳故のエスニ ックな背比を持つ人々の増加,デカ

セギ帰りの人々の出現といった.沖縄系の組簸化が略まった時代には全くAl伶t,されて

いなかった状況がすすみ.沖縄系の人々の内なる多様化が進行している.

今回の調雇で興味床かったのは.アンケー トでtJワークショ y-/でt,,ぷいtq代の

人々が,自分自身が沖縄系であることをきわめて領捷的に位PEづけていたことである｡

同時に,rペルー人であることを誇りに思うJ,rl分の中に沖縄とペルーがヂ糾ナ込んで

飽かになっている｣といったPをrMくことができた｡人々は.E.j分の中の文化の総合を.

指定的にとらえている｡

沖縄での研捗の経教は,そのようなアイデンティティを打むにいたるプロセスとして.

非常に大きな意味を持っている｡沖縄系の若者たちは.沖純で.沖縄の文化について′('･

ぷだけなく.ベル-の文化を伝える役割も担うことにILる.それを通して.彼らは自分

にとってのペルーの文lL:について.A,えを疾めていく 併任の持#は,沖純系ペ/レ一人

としての白/Ji白身を相対化してとらえるにいたる,iE5過儀礼となっている さら｢.研

修を終えたL=･FT-たちは.ペルーに戻り.沖縄系のネットワーク化を杓うリーy-となっ

ている｡沖縄県と市町村は,海外でE7･らす沖縄系の }',=6-にとっての研蛭の.C花の-はか

りしれない火ききを認鼓し.この粁屯なhL厳を鮭綻する必要があると.qH)れる.

一方,日本でのデカセギを休戦した人々は.さまざまな必仲や,アイナノティティの

混乱を捷てきている｡しかし.<接汝の自己>の戦略的な抜い分けや,唱4'事/I.?めたrI
分自身-の誇りなど,深い次元での自己のとらえなおLにつながっているケースもある

ことがわかった.

このような.複数の文化.価肪 鋭.人rHJFM院.そして帽}-,のr;り車･.ときlこ.'･'.しみtL-1Jみ

ながらも紅横に行き来し.<複政の白tl>を汗む人々は.ディアスボラ 撤他し払放し.

(司境を越えて'生きる人々-と呼ばれることがある｡沖純系ディアスボラの人'Jの/TlEを,
ペルーの沖縄宗社会が,そして沖縄災tにある沖縄汁会が,どの とうに打かに位挺づけて

いくことができるのかhl,問われているのではないT-Jろうか(.

祁 辛 アンケー ト加点にl-帽 してくれた拝さん.rJ-I// l/-/参]州HのtlH ん.IJさ
く私の妨11日を受け入れて ドさったペルーlIl縄妨t入会.沖純村人ft.Elf.純小紙んf:,-.ル



一 日系協会.プ レンサ 日系.ペルー新報,ラ ･ウニオン校.ヒデオ ノ//チ挙佼.

AELUCOOP,エスタディオ ラ ･ウニオン協会の皆さん.リサーチ ･アシスタン トの

請/̂耶 (旧姓回.守)サオ リさん.胡瓜 こご協ノコいただいたアン トニオ譜Ĵ原 さん,パ ト

リシア譜久ljXさんに,心より御礼をLJ]し上げます｡ありがとうございました｡

■沖縄県観光繭丁部交流推進況 r回折交流1姻述概要JI2006年参軌

"フクモ ト マリ r新しい人跡 こ向かってJI561ページ参軌

mガルシア大紋額の金息政策の失敗が.日系人の小発矧 こ族滅的な打幣を与えた.rガ/レシ
ア時代 (とその後)は.日系人の半分は出稼ぎに行った｣と.ある沖縄系の 2位の人が

絶ってくれた｡よた.デパー トなどの大規模商業施設の他殺と,コリア系のスーパ1-/

-ケットの台頭も.日系の小売矧 こダメージを及ぼしたといわれている｡

LYこれについては.日系.沖縄系の社会のrPに,[混血｣に対する偏見があり.それを避け

るために.ベル一人と結婚した女性たちは日系祉会から遠ざかってしまうという意見を,

ある神経系の拙いで耳にした｡メスチーソ (ベル-人との混血)-の丑別や偏見につい

ては,7クモ ト･マリの拝作でも言及されている (p 564)｡
Vある県人会のメンバ-は.r沖縄に研修に行った71は,ウチナーンチュになって帰ってく

るJと諮ってくれた｡

vlrペルー沖縄前郷友会20年の歩みと証言 記念誌JI1999年参照｡スペイン語R矧 j:Fonde
EdltDrは10KPJ999

yl･軌 揃のペルーにおける日系人祉会では.小充満としてこつこつと古を薪和 した人々は.

故郷に送金するか.日系人の組鰍 こ献金するかして.日系人杜会の内部に還元し.ある

いは日系人のq】で古を誇示する傾向が大きく,ベル-の地域社会にrf献しようという意

乱は低かった｡丁目秘会輔とラ･ウニオ/運動公園は,ベル-杜会において日系杜会が好

意的な評価を'i'tるかどうかという.試金石の役割をおっている｣(rペルーEgにおけるLl

系人は会 1966年調査J).ペルー旺会-の缶献という点では.2005年にリマポ内に成

立された移民百周年記念病院も.El系以外のすべての人々にFMかれており,福渡な医療

を捉供する施政として地域社会から揃い評価を得ている.

､J"ナン./-牧田チャン rウニオン運動場 40年の歩みJ日995年｡

1'神経系のきよざまな団体 .組織の役Liの方と両統する中で.r個米でべ/レーが一帯,日本

取消肴が減っているのではないか｣とい )話をしばしば‡=こした｡耶二次tLr外人暇と,

その純の強制収零の爪あとは.ペルーにおける古詩 ･文化の継碑に花い髭 を浴としてい

る｡2世よりも31蛙の方が.Lil稼ぎをH指して軌 LlにE]本籍をIfL=ぷので.n本話語8-那

多いという

y' ちなみに.これらの郷b:会ごとのチームが軟い合うスポーツ大会t).20061Fからは沖

純系だけでなく.n系人の総合スポーツ大会ということにして.他狐の人も入ってもら

うようにLf･という｡

I-1日系の人々がEE本で感 じるのは,親しみだけではない｡r彼らはペルーの日系u会で伝え

られてきた.勤勉で親切な.誠火な日本人という神話と.攻X･とがぶつかるのを感 じる｡

r日本人は私たちを克別する｡ 日本人として認めない｡ペルーでも私たちはペルー人と

しては認められない なんて札 しいんだろう.rlJb:人でt,なく.ペルー人でも/j･いなん

て U本人はお互いに助け合うが.外国人/f白い眼でLLるし,私たちの習竹のことを悠

く汗r)hJ｣(プクモ ト･マリ,前払 EF.561ベーン)｡
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<鞍科 沖Aの若い世代の7イテンティティとtt会関係についてのアンケー トI査>

R l 匝偶 6-の男女比

圧政 ハ●-セント 有効ハ●-セント 晃稚lヽ◆-セント

男 86 48 48 48

女 91 50 50 98

不 明.*妃入 4 2 2 100

度牡 八一セント 有効ハ●-セント 果棟/(-セント

to代 32 18 18 18

20代 74 41 41 59

ユo代 45 25 25 83

ヰo代 16 9 9 92

50代 6 3 3 96

60代 2 1 1 97

不明.*t己入 6 3 3 loo

R3 rr'1芥5'の世代 (沖縄移民の何世にあたるか)

鹿致 ハ●-セント 有軌ハ●-セント 果fIJl●-セント

1世 ー 1 I I

2世 23 13 13 13

3世 122 67 67 81

4世 29 16 16 97

分からない 3 2 2 98

不明.兼吉己入 3 2 2 100



座敷 八㌧セント 有効ハ●-セント 果fAハ】-セント

リマ 174 96 96 96

沖 1 1 1 97

その他 3 2 2 98

不明.*書己入 3 2 2 100



滋7 沖 縄 方 舟 (ウ チ ナ ー グチ ) を 他 え る か

度数 ハしセント 有軌ハ'-セント 東棟ハJ-セント

151 83 83 83

Wき取れる 22 12 12 96

指せる 4 2 2 98

不明.ホ妃入 ■ 2 2 loo



&9 官で払っている言葉

& 10 現れ どのようIL文化にかかわる活軌をしているか

度軟 ハ'-セント

Qj沖8tの歌.踊り事 44 21

② 日本の歌.踊り等 】6 8

③ペルーの歌.踊り等 35 17

@沖縄の空手 2 1

⑤El本の武iI 4 2

⑥その他 24 lt

⑦矧 こなし 87 41

合計(延べ数) 212

R 日 東で食べている料理

衣 12 仏壮行'Jtl(トー トーメー)に参加しているか

座敷 八°-セント 有効ハ●-セント 果穣八一セント

はい 127 70 70 70

いいえ 53 29 29 99

不明.兼一己入 1 ー 1 loo



欠13 1】曜日のキリス ト教礼拝に山席しているか

度数 八㌧セント 有効ハ｣セント 兼稚ハ■-セント

はい 16 8.8 8.8 8.8

いいえ 161 89_0 89_0 97.8

不明.*妃入 4 2.2 2.2 100rO

)‡15 沖縄と沖縄以外の｢l素人にはtF習 ･しきたり 農謎などに迎いがあると巴うか

虎魚 八一セント 有効J(-セント 果報八一セント

&いがあると思う 129 7ー 71 71

違いがないと思う 36 20 20 gt

分からない 13 7 7 98

不明,*書己入 3 2 2 100



義 -･話 -一二 匡 ~

L216 これまでにEl本人だという理由でいやなrlにあわされたことがあるか

度払 ハ●-セント 有効ハ｣セント 東棟J{-セント

ある 28 15 15 ー5

ない 14g 82 82 98

不明,*妃入 4 2 2 ‖)0

ji17 これよでに円本人でよかったとE._n.つたことはあるか

度数 ハ●-セント 有効ハ■-セント 累積ハ~-セント

ある ー37 76 76 76

ない 39 22 22 97

不明,*書己入 5 3 3 loo



図4 自分の子どもがヘル一人と遊ふことへの抵抗怒

tOヽ=率 苧磯 とちらtLヤいえ'j∴蒜 童噸 瓢 三＼ 2lA.棚 当 演 舞 かなり抵抗ある .LLは 1Jt& る

句5-r沖Jt,=対して*暮を恵じますかj

w j

とTtlEBじるIIヽ



度数 ハ■-セント 有効ハ~-セント

はい 97 53.6 53,6

いいえ 80 44.2 44.2

不明.*書己入 4 22 22

舎t† 181 loo_0 1∝).0

R21 郷血合 (付人会)に参加 しているか

度数 ハ◆-セント 有効ハ1-セント 東棟ハ■-セント

はい 173 96 96 96

いいえ 1 I I 96

不明.*書己入 7 4 4 loo



)そ22 参加している郷友 会

度数 八一一セント

①宜野座 24 ー3

②宜野湾 I ー

③Jt志川 9 5

④雨見原 0 0
⑤糸溝 10 6

⑥北中城 30 17

⑦名艮 9 5

8~群J) 5 3

STD中城 ll 6

⑪今柿仁 0 0
①沖縄市 28 15

⑫監納 0 0
⑬大里 I I

⑭1長城 0 0

⑱浦添 I 1

⑯与郷原 5 3

⑰その他 47 26

J王23 止がペルーに作任 したのか

度数 ハ~-セント 有効ハ●-セント 累稚Jl●-セント

自身 I I 1 1

父親 9 5 5 6

両親 3 2 2 7

祖父 42 23 23 30

祖母 14 8 a 38

祖父母 15 8 8 46

祖父と両級 3 2 2 48

t祖父 1 I 1 49

不明.*紀入 93 51 51 100



1王24 ペルーのどこへ移任してきたのか

度数 ハ●-セント 有効ハ■-セント 兼頼ハ'-セント

リマ 35 19 】9 19

カヤオ 13 7 7 27

ラ.ビクトリア 6 3 3 30

バランコ 5 3 3 33

ウアラル 3 2 2 34

その他 14 a 8 42

不明.★一己入 105 58 58 loo

炎25 いつ移住してきたのか

1910-1919 4 2 2 2

1920-1929 14 8 8 10

1930-1939 ー3 7 7 17

ー940-1949 ■ 2 2 ー9

1950-1959 5 3 3 22

1960-1969 3 2 21 241980-1989 I 1 24

不明.*書己入 137 76 76 loo

1126 リマrT1'内に牧戚がいるか

度数 ハ-セント 有効ハ■-セント 黒事暮ハp-セント

いる ー79 99 99 99

いない I l I 99

不明.*書己入 I I 1 100



)そ29 (-どものql.ペルー人と一紙に遊んだことがあるか

産致 ハ●-セント 有効八一セント

あった ー47 81 81

なかった 33 18 18

不明.無配入 1 1 1

長 30 自分の T-ut･ほどの7校に油わせているか

産赦 八一セント 有効J(-セント 果汁八㌧セント

日本系の私立学校 9 5 5 5

中国系の私立学校 2 l 1 6

20 ll ll 17

公立学校 I 】 1 ー8

その他 10 6 6 23

139 77 77 loo



衣31その′('校に通わせた理由

圧政 ハ●-セント

(D教育方針がよい ll 39

②進学率が高い 4 14

@ E3木棺を教えてくれる 3 ll

@ 日本の菅tlを教えてくれる 3 ll

14

⑥その他 3 ll

R32 沖恥 こ行ったことがあるか

度数 ハ'-セント 有効ハ●-セント 兼棟l(-セント

ある 55 30 30 30

ない 96 53 53 83

不明,*書己入 30 17 17 一oo

)そ33 沖縄でのW在)VII弼

3ケ月未満 38 2ー 21 21

2ー 12 12 33

3年以上 5 3 3 35

不明,*書己入 117 65 65 一oo

Jそ34 EIJf:(ノ年上)にTrったことがあるか

度数 八㌧セント 有効八一一セント 黒枠ハ~-セント

ある 88 49 49 49

ない 58 32 32 81

不明.*書己入 35 19 19 loo

全書十 181 loo_0 100_0



)そ35 沖縄 日人に行った感想

庶政 ハ●-セント

①文化.ルーツをtPtするようになった 61 29

②El本人に親しみを奉じ1= 30 ー4

③日本や沖縄の文化に親しみを怒じた 44 21

④ベル一文化を意弛するようになった 22 10

⑤ベル-人に親しみを悪じるようになった 6 3

⑥壬与,価Ll租に違いがあることを恵じた 51 24



衣36 日Jf:に官族か鞄戚がいるか

度払 ハ●-セント 有効ハ̀-セント 累積ハ●-セント

いる 167 92 92 92

いない 2 1 1 93

不明.k一己入 12 7 7 一oo

Ji37 今後の人生を過ごしたいl各所

衣38 牡丹の ウ チ ナーンチュ大会に参加したことが あ る か

度数 ハ●-セント 有効ハ●-セント 黒gEハ､-セント

ある 20 ll ll ll

ない 139 77 77 88

不明.無言己入 22 12 】2 100

合書十 18ー loo.0 100_0


